
観
光
客
を
出
迎
え
て
き
た
巨
大
看
板

し
な
の
鉄
道
戸
倉
駅
前
の
名
物
だ
っ
た

「
戸
倉
上
山
田
温
泉
」
ア
ー
チ
看
板
が
老

朽
化
の
た
め
撤
去
さ
れ
た
。
温
泉
マ
ー
ク

と
「
歓
迎
」
の
文
字
が
印
象
的
な
こ
の
看

板
は
昭
和
31
年
ご
ろ
設
置
さ
れ
た
も
の

で
、
元
々
は
温
泉
場
に
あ
っ
た
看
板
を
作

り
直
し
た
二
代
目
だ
と
い
う
。
経
年
劣
化

で
金
属
の
腐
食
が
起
き
て
お
り
、
文
字
盤

な
ど
の
落
下
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら

取
り
壊
し
が
決
ま
っ
た
。
ア
ー
チ
の
修
復

を
求
め
る
声
も
強
か
っ
た
が
、
現
在
の
道

路
交
通
法
で
は
県
道
上
を
ま
た
ぐ
ア
ー
チ

看
板
の
設
置
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め

断
念
し
た
。

感
謝
の
「
お
つ
か
れ
様
会
」
が
開
催

３
月
１
日
に
は
戸
倉
駅
構
内
で
「
さ
よ

な
ら
戸
倉
駅
歓
迎
ア
ー
チ
看
板
」
と
題
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
、
戸
倉
上
山
田
温
泉

の
飲
食
店
に
よ
る
豚
汁
や
熱
燗
な
ど
の
提

供
の
ほ
か
、
歓
迎
ア
ー
チ
看
板
の
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
を
販
売
し
た
。「
駅
そ
ば
か
か
し
」

も
延
長
営
業
し
、
大
勢
の
人
が
訪
れ
て
別

れ
を
惜
し
ん
で
い
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
た
信
州
千
曲
観
光
局
で
は
市
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
ア
ー
チ
看
板
に
ま
つ
わ
る
写
真

や
塗
り
絵
を
ま
と
め
た
動
画
を
制
作
し
、

後
日
公
開
す
る
予
定
だ
。

雪
の
な
か
深
夜
の
撤
去
作
業

看
板
の
撤
去
作
業
は
４
日
の
終
電
後
に

始
め
ら
れ
た
。
時
折
雪
が
吹
雪
く
悪
天
候

の
な
か
高
所
作
業
車
を
使
っ
て
文
字
盤
の

取
り
外
し
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
後
巨

大
な
ア
ー
チ
の
接
合
部
分
が
切
断
さ
れ
た
。

深
夜
１
時
を
ま
わ
る
と
ロ
ー
タ
リ
ー
の
照

明
も
消
え
、
工
事
用
の
ラ
イ
ト
の
中
で
慎

重
に
作
業
が
行
わ
れ
た
。

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
後
の
姿
を

見
届
け
に
訪
れ
た
人
も
。
上
山
田
温
泉
在

住
の
山
口
民
憲
さ
ん
は
カ
メ
ラ
を
手
に
看

板
の
思
い
出
を
偲
ん
だ
。「
こ
の
ア
ー
チ

は
温
泉
を
訪
れ
た
人
の
別
れ
と
出
会
い
の

ア
ー
チ
だ
と
思
う
。
何
と
か
残
し
て
い
き

た
い
け
ど
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
で
仕
方
な

い
」
と
最
後
の
姿
を
写
真
に
収
め
て
い
た
。

ク
レ
ー
ン
車
で
の
作
業
は
数
時
間
に
及

び
、
ア
ー
チ
は
ワ
イ
ヤ
ー
で
吊
り
下
げ
ら

れ
地
上
に
降
ろ
さ
れ
た
。
ア
ー
チ
部
分
は

ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
切
れ
な
い
た
め
一
部
を

切
断
し
、
明
け
方
に
運
ば
れ
て
い
っ
た
。

現
在
は
道
路
上
を
横
断
し
て
い
た
巨
大

看
板
は
姿
を
消
し
、
残
っ
て
い
た
２
本
の

鉄
柱
も
後
日
撤
去
さ
れ
た
。
千
曲
市
で
は

今
後
ア
ー
チ
看
板
に
代
わ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
設
置
を
検
討
す
る
と
い
う
。

令和７年(２０２５年) ４月１日発行 第６３号１面
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地球の水と空気をもっときれいに

株式会社長野セラミックス

４月の花 花一華
ア ネ モ ネ

第６３号紙面構成
【第１面】総合／戸倉駅アーチ
看板撤去【第２面】活動報告／
Ｒ６年度総括【第３面】行政・
社会／信大と連携協定【第４面
∼５面】特集／坂城町＆千曲市
Ｒ７年度予算【第６面】千曲坂
城クラブ【第７面∼ 10 面】地
域・トピックス／坂城町文化協
会美術展・白鳥園広場植樹・長
楽寺月見堂・あんずまつり【第
11 面】カルチャー・連載【第
12 面】スポーツ／信州 BW他

治田神社下社と満月
（稲荷山）

治田神社下社の「二の鳥居」は彼岸の中日前後、
真東から昇る太陽が鳥居を通して射し込むことで知
られる。治田池に写し出される太陽の姿は神秘的で
パワースポットとしても人気が高い。３月14日、太
陽ではなく満月が「二の鳥居」の正面に位置する模
様をカメラが捉えた。風が強かったため、さざ波で
水面の満月は見られなかったが、揺らめく月光は幻
想的な「月の都 千曲」の夜を演出してくれた。

今月のちくま百景
戸
倉
上
山
田
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

「さよなら戸倉駅歓迎アーチ看板」
イベント（３月１日）

「
出
会
い
」
と
「
別
れ
」
を
見
つ
め
続
け
て
60
年

戸
倉
駅
前
ア
ー
チ
看
板
が
撤
去

【総合】

ちくま未来新聞
ＷＥＢ

千曲坂城地域 市民広報紙

在りし日のアーチ看板

深
夜
に
行
わ
れ
た
解
体
作
業

撤
去
後
の
様
子
（
３
月
１
５
日
撮
影
）

卒業式に春の大雪
３月19日、発達した低気圧の影響で県内の広い範囲

で未明から降雪を記録。中学校の卒業式があった千曲市
内や坂城町も10ｃｍを超える季節外れの雪となった。

治
田
池
の
水
面
に

写
る
月
光

埴
生
中
学
校

（
写
真
右
）
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ケーブルネット千曲
4月のおススメ

株式会社 信州ケーブルテレビジョン

一
重
山
み
ら
い
会
議
で
は
２
月
28
日
、
「
令
和
６

年
度
み
ん
な
で
支
え
る
森
林
づ
く
り
長
野
地
域
会

議
」
に
出
席
。
会
議
は
屋
代
の
県
千
曲
建
設
事
務
所

で
行
わ
れ
、
県
長
野
地
域
振
興
局
、
長
野
森
林
組

合
、
北
信
地
域
の
市
町
村
職
員
や
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

ほ
か
県
内
の
里
山
保
全
団
体
か
ら
合
計
26
人
が
参
加

し
た
。
会
議
で
は
一
重
山
み
ら
い
会
議
の
活
動
を
報

告
し
、
一
重
山
里
山
地
域
が
「
開
か
れ
た
里
山
整

備
・
利
用
計
画
」
の
承
認
を
得
た
（
長
野
管
内
17
団

体
の
う
ち
３
団
体
目
の
承
認
）
。
そ
の
後
、
来
年
度

の
活
動
計
画
の
報
告
や
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

会
議
後
に
は
参
加
者
全
員
が
一
重
山
の
視
察
に
参

加
し
た
。
今
後
は
、
一
重
山
み
ら
い
会
議
も
み
ん
な

で
支
え
る
森
林
づ
く
り
長
野
地
域
会
議
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
参
加
す
る
。

み
ん
な
で
支
え
る
森
林
づ
く
り

長
野
地
域
会
議
に
参
加

一
重
山
み
ら
い
会
議

千曲市フィルハーモニー
管弦楽団演奏会2025

後援：ちくま未来戦略研究機構ほか

３月16日、信州の幸あんずホールで
「千曲市フィルハーモニー管弦楽団演
奏会2025」が開催された。千曲市出身
のピアニスト梨本卓幹さんも出演。
ベートーベンのピアノ協奏曲第５番
「皇帝」でセッションを行った。梨本
さんが千曲市フィルハーモニーと共演
するのは2017年に続いて８年ぶり２回
目となる。アンコールに応えベートー
ベンの「悲愴」など２曲を演奏した。

▼
「
聖
地
巡
礼
」
と
い
う
言
葉
は
現
代
で
は

マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
の
舞
台
と
な
っ
た
実
在
の
場

所
を
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
行
動
を
指
す
よ
う
に

な
っ
た
。
大
勢
の
外
国
人
旅
行
者
が
「
聖
地
」

に
詰
め
掛
け
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に

し
た
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
▼
「
聖
地
巡
礼
」
の

先
駆
け
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
作
品
に
大
町
市
の

木
崎
湖
を
舞
台
と
し
た
「
お
ね
が
い
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
」
（
略
称
・
お
ね
て
ぃ
）
と
い
う
ア
ニ

メ
が
あ
る
。
２
０
０
２
年
の
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
で
の

放
送
作
品
だ
が
未
だ
に
人
気
は
衰
え
て
い
な

い
。
昨
年
大
町
市
で
放
送
20
周
年
を
記
念
す
る

フ
ァ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
監
督
や
出
演

声
優
が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
。
開
催
資
金
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
１
４
０
０
万
円
超
の

応
募
が
あ
っ
た
と
い
う
。
▼
さ
て
、
前
置
き
が

長
く
な
っ
た
が
、
７
月
か
ら
千
曲
市
を
舞
台
と

し
た
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」
（

タ
ー
キ
ー
）
が
テ
レ
ビ
信
州
、
Ｂ
Ｓ‐

日
テ
レ

な
ど
で
放
送
開
始
さ
れ
る
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
青

春
を
か
け
る
５
人
の
女
子
高
生
の
物
語
だ
。
市

内
で
は
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
も
走
り
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
横
断
幕
も
駅
な
ど
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

３
月
８
日
に
千
曲
市
役
所
駐
車
場
で
行
わ
れ
た

お
披
露
目
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
市
内
外
か
ら
放
送

を
心
待
ち
に
す
る
人
た
ち
が
訪
れ
、
な
か
に
は

東
京
か
ら
駆
け
付
け
た
フ
ァ
ン
も
い
た
そ
う

だ
。
長
野
市
か
ら
来
た
一
家
は
ボ
ウ
リ
ン
グ

フ
ァ
ン
で
「
長
野
が
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
た
ら

い
い
な
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
▼
一
方
、

空
前
の
日
本
の
サ
ブ
カ
ル
人
気
の
高
ま
り
の
な

か
、
ア
ニ
メ
の
年
間
製
作
本
数
は
途
方
も
な
い

量
に
な
っ
て
い
る
。
毎
ク
ー
ル
40
～
50
本
も
の

新
作
ア
ニ
メ
が
Ｏ
Ａ
さ
れ
る
な
か
で
、
注
目
を

集
め
支
持
を
得
る
の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な

い
。
し
か
し
、
今
回
の
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」

は
出
演
声
優
に
ほ
と
ん
ど
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
が

知
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
有
名
な
人
気
声
優
を

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て

い
る
。
ま
た
、
脚
本
は

実
写
畑
出
身
で
「
ギ
ャ

ラ
ク
シ
ー
賞
」
受
賞
歴

も
あ
る
人
物
だ
。
第
二

の
「
お
ね
て
ぃ
」
に
な

れ
る
か
、
期
待
し
て
見

守
り
た
い
。（

Ｗ
・
Ｓ
）

令
和
６
年
度
協
力
事
業「
白
井
ゆ
み
枝
展
」

「
屋
代
高
校
附
属
中
の
総
合
的
な
学
習
」

（
一
社
）
ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機
構

協
力

白
井
ゆ
み
枝
展

第
２
回

実
行
委
員
会
（
３
月
１
３
日
）

一重山を視察 会議の様子

屋
代
高
校
附
属
中
１
年
生
製
作

千
曲
市
Ｐ
Ｒ
「
カ
プ
チ
ク
」

ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機
構
で
は
昨

年
度
、
市
内
の
団
体
や
学
校
の
事
業
へ

の
協
力
を
行
っ
た
。
ア
ー
ト
ま
ち
か
ど

で
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
白
井
ゆ
み
枝

展
～
う
ご
め
く

息
づ
く

こ
ろ
が
っ

て
い
く
～
」
で
は
実
行
委
員
会
に
参

加
。
展
示
会
の
無
料
告
知
の
ほ
か
、
関

連
イ
ベ
ン
ト
（
戸
倉
上
山
田
中
学
校
絵

画
指
導
・
屋
代
街
歩
き
）
に
つ
い
て
も

参
加
・
取
材
を
実
施
し
、
ち
く
ま
未
来

新
聞
紙
上
で
記
事
を
掲
載
し
た
。
展
示

会
は
市
内
外
か
ら
１
０
０
０
人
を
超
え

る
観
覧
者
を
集
め
成
功
を
収
め
た
。

屋
代
高
校
附
属
中
学
校
で
は
１
年
生

の
地
域
振
興
を
探
求
す
る
「
総
合
的
な

学
習
」
に
一
年
を
通
じ
て
取
材
を
敢

行
。
９
月
に
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
・
て

と
て
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

は
当
機
構
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
た
ほ

か
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
手
配
し

た
。
生
徒
た
ち
が
選
ん
だ
ア
イ
デ
ア

「
千
曲
市
の
名
所
の
カ
プ
セ
ル
ト
イ
」

は
缶
バ
ッ
ジ
と
シ
ー
ル
を
製
作
し
て

『
カ
プ
チ
ク
』
と
し
て
販
売
。
市
担
当

課
に
は
協
力
を
断
ら
れ
た
も
の
の
、
屋

代
駅
と
上
山
田
ホ
テ
ル
に
設
置
し
て
駅

利
用
者
や
宿
泊
客
か
ら
好
評
を
得
た
。

成
果
は
２
月
に
校
内
で
発
表
さ
れ
た
。

未来戦略広場

当紙ではみなさまからの「未来戦略・提言」
を広く募集しています。文章量は150∼200字
程度でお願いします。必ず本名とお住まいの
地域をご明示下さいますようお願いします。
（掲載時は匿名可）
【郵送先】〒387-0012 千曲市桜堂521
ちくま未来新聞 「十文字風」係宛て

【メールアドレス「】 info@ckm-mirai.org
【ＦＡＸ】０２６−２１４−７９０５

十文字風

「
あ
ん
ず
だ
よ
り
」
創
刊
４
周
年

千
曲
中
央
病
院
の
診
療
科
紹
介
や
お
知

ら
せ
、
最
新
の
医
療
情
報
な
ど
を
提
供
し

て
い
る
院
内
報
「
あ
ん
ず
だ
よ
り
」
が
今

月
号
で
４
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
当
機
構

で
は
編
集
と
配
布
に
協
力
し
て
お
り
ま

す
。
ち
く
ま

未
来
新
聞
と

も
ど
も
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ

い
。

梨
本
卓
幹
さ
ん
（
中
央
）

さ
ら
は
に
ズ
ム

ち
く
ま
論
説

千
曲
市
人
事
（４
月
１
日
）

【
部
長
級
】
▽
公
民
共
創
推
進
担
当
部
長

兼
公
民
共
創
推
進
室
長
（
上
下
水
道
課
長
）

小
河
原
正
浩
▽
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長

（
観
光
課
長
）
牧
健
一
▽
こ
ど
も
未
来
担
当

部
長
兼
こ
ど
も
未
来
課
長
（
こ
ど
も
未
来
課

長
）
山
崎
陽
子
▽
こ
ど
も•

教
育
部
長
（
文

化
創
造
担
当
部
長
兼
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー

所
長
）
吉
池
光
裕

【
課
長
級
】
▽
総
務
部
付
課
長
（
債
権
管

理
課
長
）
中
村
利
信
▽
環
境
課
長
（
日
本
遺

産
推
進
室
長
）
小
松
功
和
▽
市
民
課
長
（
産

業
振
興
課
長
）
丸
山
伸
一
▽
商
工
課
長
（
市

民
課
長
）
越
石
潤
一
▽
移
住
定
住
推
進
係
長

事
務
取
扱
い
を
解
く
（
ふ
る
さ
と
振
興
課
長
）

中
山
幸
一
▽
観
光
課
長
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

長
）
町
田
博
▽
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所

長
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
臼
井
義
広

▽
第
１
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
環
境
課

長
）
久
保
誠
一
▽
人
権
政
策
課
長
を
兼
ね
る

（
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
長
）
吉
迫
由
美

▽
債
権
管
理
課
長
（
債
権
管
理
課
主
幹
兼
債

権
管
理
係
長
）
西
澤
準
▽
市
民
環
境
部
付

課
長
千
曲
衛
生
施
設
組
合
派
遣
（
生
涯
学
習

課
主
幹
兼
埴
生
公
民
館
業
務
係
長
）
近
藤
美

加▽
ス
ポ
ー
ツ
課
長
（
教
育
総
務
課
主
幹
兼
総

務
係
長
）
田
中
幸
夫
▽
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ

推
進
室
長
（
農
林
課
主
幹
兼
森
林
整
備
係
長
）

大
橋
和
也
▽
上
下
水
道
課
長
（
都
市
計
画
課

主
幹
兼
計
画
係
長
）
伊
藤
和
也
▽
会
計
管
理

者
兼
会
計
課
長
（
健
康
推
進
課
付
主
幹
長

野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）
小

林
幸
子

▽
保
育
課
副
参
事
兼
八
幡
保
育
園
長
（
保
育

課
主
幹
兼
上
山
田
保
育
園
長
）
塚
田
美
智
代

▽
保
育
課
副
参
事
兼
更
級
保
育
園
長
（
保
育

課
主
幹
兼
更
級
保
育
園
長
）
堀
内
真
美

▽
総
務
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
（
管
財
契
約
課

主
幹
兼
契
約
係
長
）
宮
島
裕
明
▽
秘
書
広
報

課
主
幹
兼
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
係
長
（
総
合

政
策
課
主
幹
兼
政
策
推
進
係
長
）
鎌
田
俊
一

▽
総
合
政
策
課
主
幹
兼
政
策
推
進
係
長
（
行

政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
主
幹
兼
行
政
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
係
長
）
牧
野
高
敏
▽
公
民
共
創
推
進
室

技
幹
兼
共
創
推
進
係
長
（
公
民
共
創
推
進
室

技
幹
兼
開
発
推
進
係
長
）
轟
泰
蔵
▽
市
民

生
活
課
主
幹
兼
市
民
生
活
係
長
（
監
査
委
員

事
務
局
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
主
幹
兼

書
記
次
長
兼
公
平
委
員
会
事
務
局
）
西
澤
将

光
▽
観
光
課
付
主
幹
・
一
般
社
団
法
人
信
州

千
曲
観
光
局
派
遣
（
環
境
課
主
幹
兼
環
境
政

策
係
長
）
高
島
定
幸
▽
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー

主
幹
兼
さ
ら
し
な
の
里
歴
史
資
料
館
学
芸
係

長
（
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
文
化
財

係
長
兼
武
水
別
神
社
神
官
松
田
邸
学
芸
係
長
）

小
野
紀
男
▽
都
市
計
画
課
主
幹
兼
施
設
係
長

（
教
育
総
務
課
主
幹
兼
教
育
施
設
係
長
）
宮

本
充
▽
教
育
総
務
課
主
幹
兼
総
務
係
長

（
総
務
課
主
幹
兼
職
員
係
長
）
若
林
健
司

▽
秘
書
広
報
課
主
幹
兼
秘
書
係
長
兼
広
報
広

聴
係
長
（
秘
書
広
報
課
秘
書
係
長
兼
広
報
広

聴
係
長
）
飯
島
千
明
▽
管
財
契
約
課
主
幹
兼

契
約
係
長
（
税
務
課
市
民
税
諸
税
係
長
）
橋

詰
明
▽
福
祉
課
主
幹
兼
障
が
い
者
支
援
係

長
（
総
合
政
策
課
交
通
政
策
係
長
）
緑
川

健▽
観
光
課
主
幹
兼
日
本
遺
産
推
進
係
長
（
日

本
遺
産
推
進
室
日
本
遺
産
推
進
係
長
）
笠
井

孝
宏
▽
文
化
課
主
幹
兼
更
埴
文
化
会
館
庶
務

係
長
兼
上
山
田
文
化
会
館
庶
務
係
長
（
文
化

課
更
埴
文
化
会
館
庶
務
係
長
兼
上
山
田
文
化

会
館
庶
務
係
長
）
堀
口
敏
彦
▽
道
路
河
川
課

主
幹
兼S

IC

・
一
重
山
線
整
備
係
長
（
道

路
河
川
課S

IC

・
一
重
山
線
整
備
係
長
）

斉
木
信
浩
▽
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
生
涯
学
習

係
長
（
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
）
寺
澤

孝
一

▽
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
上
山
田
公
民
館
業
務

係
長
（
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係
長
）
柳
嶋

直
子
▽
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
戸
倉
図
書
館
業

務
係
長
（
生
涯
学
習
課
戸
倉
図
書
館
業
務
係

長
）
長
浦
政
彦
▽
保
育
課
主
幹
兼
屋
代
保
育

園
長
（
保
育
課
屋
代
保
育
園
長
）
中
澤
卯
月

▽
保
育
課
主
幹
兼
杭
瀬
下
保
育
園
長
（
保
育

課
杭
瀬
下
保
育
園
長
）
海
野
芳
枝
▽
保
育
課

主
幹
兼
五
加
保
育
園
長
（
保
育
課
五
加
保
育

園
長
）
赤
沼
み
ゆ
き

【
係
長
級
】
▽
総
務
課
職
員
係
長
（
教
育

総
務
課
学
校
教
育
係
長
）
鎌
田
貞
治
▽
総
務

課
付
係
長
（
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー
森
将
軍

塚
古
墳
館
学
芸
係
長
）
中
村
彰
男
▽
債
権
管

理
課
債
権
管
理
係
長
（
債
権
管
理
課
債
権
管

理
係
担
当
係
長
）
伊
熊
輝
雄
▽
総
合
政
策
課

交
通
政
策
係
長
（
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
係

長
）
橋
立
慎
太
郎
▽
管
財
契
約
課
管
財
係
長

（
税
務
課
市
民
税
諸
税
係
担
当
係
長
）
富
永

直
人
▽
環
境
課
環
境
政
策
係
長
（
健
康
推
進

課
国
保
医
療
係
長
）
小
笠
原
千
鶴
▽
環
境
課

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
担
当
係
長
（
観
光
課
付

係
長
一
般
社
団
法
人
信
州
千
曲
観
光
局
派

遣
）
岩
佐
玲
子
▽
高
齢
福
祉
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
相
談
支
援
係
長
兼
人
権
政
策
課

人
権
政
策
係
担
当
係
長
（
高
齢
福
祉
課
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
支
援
係
長
兼
人

権
・
男
女
共
同
参
画
課
人
権
・
男
女
共
同
参

画
係
担
当
係
長
）
北
島
卓
弥
▽
商
工
課
商
工

労
政
係
長
（
危
機
管
理
防
災
課
消
防
係
長
）

飯
島
孝
洋

▽
商
工
課
企
業
立
地
推
進
係
長
（
産
業
振
興

課
企
業
立
地
推
進
係
長
）
橘
田
千
比
路
▽
農

林
課
森
林
整
備
係
長
（
生
涯
学
習
課
上
山
田

公
民
館
業
務
係
長
）
西
澤
正
樹
▽
歴
史
文
化

財
セ
ン
タ
ー
文
化
財
係
長
（
農
業
委
員
会
事

務
局
次
長
兼
農
地
係
長
）
小
山
直
美
▽
歴
史

文
化
財
セ
ン
タ
ー
森
将
軍
塚
古
墳
館
学
芸
係
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千
曲
市
教
育
委
員
会
は
信
州
大
学
教
育

学
部
と
教
育
に
つ
い
て
の
連
携
協
定
を
結

び
、
３
月
11
日
に
締
結
式
が
行
わ
れ
た
。

式
で
は
小
松
教
育
長
と
信
州
大
学
教
育
学

部
・
村
松
学
部
長
が
協
定
書
に
署
名
し
、

会
見
し
た
。
こ
の
協
定
は
相
互
に
連
携
・

協
力
し
、
学
校
教
育
・
幼
児
教
育
の
充
実

や
教
員
研
修
、
調
査
な
ど
５
つ
の
項
目
で

協
力
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

村
松
学
部
長
は
市
町
村
単
位
で
は
な
く

部
局
単
位
で
の
協
定
は
初
と
い
う
こ
と

で
、
協
力
体
制
の
充
実
に
期
待
を
示
し

た
。
以
前
か
ら
千
曲
市
で
は
信
州
大
学
か

ら
教
授
を
招
き
、
学
力
向
上
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
な
ど
へ
の
協
力
を
得
て
い

る
。
小
松
教
育
長
は
部
局
単
位
の
提
携
に

よ
り
「
よ
り
小
回
り
の
利
く
」
形
に
な
っ

た
と
語
る
。
具
体
的
な
連
携
内
容
に
つ
い

て
は
協
定
に
基
づ
き
協
議
す
る
と
い
う
。

ま
た
、
市
で
は
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
宣

言
」
を
受
け
、
新
年
度
よ
り
教
育
部
が
こ

ど
も
・
教
育
部
に
改
編
。
こ
ど
も
未
来
課

と
保
育
課
が
移
管
さ
れ
る
。
小
松
教
育
長

は
「
幼
稚
園
、
保
育
園
で
年
長
ま
で
に

培
っ
た
力
を
小
学
校
入
学
後
も
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
し
た
い
」
と
語
り
、
今
回
の
連
携

で
“
学
び
の
一
元
化
”
の
た
め
の
接
続
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
究
に
意
欲
を
示
し
た
。

信
州
大
学
教
育
学
部
と

千
曲
市
教
育
委
員
会
が
連
携

福祉用具レンタルと販売を手掛ける
メディカルケア株式会社（本社・小
島）が戸倉宿キティパークのネーミン
グライツ（命名権）を取得し、３月11
日に千曲市との協定調印式を行った。
愛称は「戸倉宿サクラケアパーク」と
決定し、協定期間は令和10年３月末ま
での３年間。同社は市内に平成９年に
開業した介護ショップ「サクラケア千
曲店」を起源としており、今回その名
称を使用することとなった。命名権料
は３年間で１４６万円余り。
調印を終えた小川市長は「桜の名所

である本公園に相応しい愛称」と歓迎
し、同社代表取締役・武田洋さんも
「私共はサクラケアという事業所名で
福祉用具のレンタルやカルチャー教室
を展開している。これを機会に市民の
皆さんに名前を知って、より身近に感
じていただければ」と期待を込めた。

戸倉宿キティパーク
ネーミングライツ協定調印式

更
級
の
市
民
団
体
・
栞
の
故
郷

推
進
委
員
会
（
馬
場
條
会
長
）
が

千
曲
市
に
対
し
て
公
共
交
通
の
利

便
性
向
上
の
た
め
、
循
環
バ
ス
の

待
合
所
３
棟
を
寄
付
し
た
。
待
合

所
が
設
置
さ
れ
た
の
は
市
循
環
バ

ス
（
大
循
環
線
・
東
西
線
）
の
ベ

イ
シ
ア
更
埴
店
南
停
留
所
。
３
月

12
日
に
市
役
所
で
目
録
贈
呈
式
が

執
り
行
わ
れ
、
馬
場
会
長
か
ら
小

川
市
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

そ
の
後
現
地
に
移
動
し
て
待
合

所
を
見
学
。
馬
場
会
長
が
関
係
者

や
報
道
陣
ら
を
案
内
し
た
。
馬
場

会
長
に
よ
る
と
設
置
の
き
っ
か
け

は
高
齢
者
が
停
留
所
で
夏
や
冬
の

気
候
の
厳
し
い
な
か
歩
道
上
で
バ

ス
を
待
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
思

い
つ
い
た
と
い
う
。
姨
捨
伝
説
の

文
化
伝
承
な
ど
か
ら
地
域
活
性
化

と
社
会
貢
献
を
め
ざ
す
同
委
員
会

が
、
賛
同
す
る
企
業
・
団
体
な
ど

か
ら
寄
付
を
募
り
今
年
１
月
か
ら

設
置
を
始
め
た
。

待
合
所
の
大
き
さ
は
高
さ
・
幅

と
も
２
メ
ー
ト
ル
。
雨
や
日
差
し

を
避
け
中
で
座
っ
て
待
つ
こ
と
が

出
来
る
。
見
学
当
日
は
小
雨
が
降

る
肌
寒
い
気
候
。
買
い
物
を
終
え

た
高
齢
者
が
待
合
所
内
で
バ
ス
を

待
つ
姿
が
見
ら
れ
た
。

バ
ス
待
合
所
を
寄
付

栞
の
故
郷
推
進
委
員
会

し
お
り

ふ
る
さ
と

千曲市×メディカルケア

市役所での協定書締結式
（写真提供︓千曲市秘書広報課）

寄付されたバス待合所

職
場
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
・
違
反
防
止
に
成
果

を
上
げ
た
事
業
所
を
表
彰
す
る
「
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
優
秀
安
全
運
転
事
業
所
表
彰
」
に
千

曲
署
管
内
か
ら
は
２
事
業
所
が
選
ば
れ
た
（
金

賞
・
有
限
会
社
サ
ン
テ
ッ
ク
／
千
曲
市
内
川
。
銀

賞
・
株
式
会
社
コ
ン
ド
ー
／
坂
城
町
南
条
）
。

３
月
10
日
に
千
曲
署
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
村

澤
署
長
か
ら
コ
ン
ド
ー
の
矢
崎
昭
紀
部
長
に
賞
状

が
手
渡
さ
れ
た
（
サ
ン
テ
ッ
ク
は
欠
席
）
。
工
作

機
械
な
ど
の
専
門
商
社
で
あ
る
コ
ン
ド
ー
は
ト

ラ
ッ
ク
や
乗
用
車
な
ど
19
台
を
所
有
。
毎
朝
ド
ラ

イ
バ
ー
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
体
調
検
査
を
行

う
ほ
か
、
月
曜
日
朝
に
車
両
点
検
を
実
施
し
て
い

る
と
い
う
。
矢
崎
部
長
は
「
次
は
金
賞
を
目
指
し

た
い
」
と
し
て
、
「
新
年
度
に
入
り
小
学
校
な
ど

が
新
入
学
の
時
期
と
な
る
。
歩
行
者
を
守
る
た

め
、
横
断
歩
道
で
は
必
ず
止
ま
る
よ
う
に
心
が
け

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

優
秀
安
全
運
転
事
業
所
表
彰

株式会社コンドー
矢崎昭紀部長（中央）

お
令
和
６
年
度
消
防
団
配
置
式
が
３
月

13
日
に
市
役
所
こ
も
れ
び
テ
ラ
ス
で
行

わ
れ
た
。
更
新
さ
れ
た
の
は
ポ
ン
プ
車

１
台
、
軽
積
載
車
１
台
、
可
搬
ポ
ン
プ

４
台
。
ポ
ン
プ
車
と
軽
積
載
車
は
お
お

む
ね
22
年
経
過
で
更
新
と
な
り
、
可
搬

ポ
ン
プ
は
18
年
が
更
新
の
目
安
と
な
っ

て
い
る
。
今
回
の
配
置
分
団
は
ポ
ン
プ

車
が
第
６
分
団
稲
荷
山
班
。
軽
積
載
車

が
第
11
分
団
城
腰
班
。
可
搬
ポ
ン
プ
が

第
２
分
団
土
口
班
、
第
４
分
団
寂
蒔

班
、
第
８
分
団
新
戸
倉
温
泉
班
、
第
12

分
団
八
坂
協
和
班
の
合
計
４
つ
の
分

団
。
配
置
式
終
了
後
は
、
納
入
業
者
に

よ
る
取
り
扱
い
説
明
が
実
施
さ
れ
た
。

配
置
式
か
ら
３
日
後
の
16
日
に
稲
荷

山
地
区
で
住
宅
火
災
が
発
生
。
千
曲
坂

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
・
長
野
県
警

千
曲
市
／
令
和
６
年
度

消
防
団
配
置
式

城
消
防
本
部
と
消
防
団
や
自
衛
消
防
隊
が

鎮
火
に
当
た
っ
た
。
配
置
さ
れ
た
ば
か
り

の
第
６
分
団
の
ポ
ン
プ
車
も
出
動
し
た
。

今
年
は
年
明
け
か
ら
乾
燥
し
た
日
が
続

き
、
２
月
末
に
岩
手
県
大
船
渡
市
で
大
規

模
森
林
火
災
が
発
生
し
た
ほ
か
、
県
内
で

も
上
田
市
武
石
の
森
林
で
火
災
が
起
き
、

防
火
の
警
戒
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
く
３
月
に
、
坂
城
町
消
防
団
第
10

分
団
（
上
五
明
地
区
）
に
新
し
い
軽
四
輪

駆
動
積
載
車
が
整
備
さ
れ
た
。
新
積
載
車

は
後
部
座
席
に
屋
根
が
あ
る
デ
ッ
キ
バ
ン

タ
イ
プ
。
安
全
性
が
向
上
し
て
い
る
ほ

か
、
悪
天
候
で
の
移
動
の
際
の
疲
労
軽
減

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

坂
城
町
／
町
消
防
団
第
10

分
団
に
軽
四
輪
駆
動
積
載

車
を
整
備

火
災
発
生
現
場
（
３
月
１
６
日

稲
荷
山
）

メディカルケア㈱
代表取締役 武田洋さん

愛
称
は
「
戸
倉
宿
サ
ク
ラ
ケ
ア
パ
ー
ク
」
に

長
（
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー
文
化
財
係
担

当
係
長
）
永
井
洋
一
▽
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
長
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
長
）
中
村
章
則
▽
ス
ポ
ー
ツ
課

施
設
整
備
係
長
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
施
設

整
備
係
長
）
宮
入
文
彦
▽
国
ス
ポ
・
全
障

ス
ポ
推
進
室
総
務
係
長
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
準
備
係
長
）
長
門

茂
喜
▽
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
推
進
室
競
技

係
長
兼
会
場
係
長
（
道
路
河
川
課
管
理
係

長
）
松
本
賢
志
▽
都
市
計
画
課
計
画
係
長

（
都
市
計
画
課
施
設
係
長
）
越

健
▽
上
下

水
道
課
管
理
係
長
（
総
務
課
職
員
係
担
当

係
長
）
宮
崎
里
恵
子
▽
監
査
委
員
事
務
局

兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
次
長
兼

公
平
委
員
会
事
務
局
（
産
業
振
興
課
産
業

振
興
係
長
）
小
笠
原
隆
▽
農
業
委
員
会
事

務
局
次
長
兼
農
地
係
長
（
管
財
契
約
課
管

財
係
長
）
平
塚
弘
太
▽
教
育
総
務
課
学
校

教
育
係
長
（
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー
さ
ら

し
な
の
里
歴
史
資
料
館
学
芸
係
長
）
宮
澤

久
美

▽
生
涯
学
習
課
埴
生
公
民
館
業
務
係
長

（
総
務
課
庶
務
係
長
）
斉
木
規
晃
▽
人
権
・

男
女
共
同
参
画
課
人
権
・
男
女
共
同
参
画

係
長
兼
人
権
政
策
課
人
権
政
策
係
長
（
人

権
・
男
女
共
同
参
画
課
人
権
・
男
女
共
同

参
画
係
長
）
安
藤
英
里

▽
総
務
課
付
係
長
長
野
地
域
振
興
局
派
遣

（
上
下
水
道
課
管
理
係
）
大
日
方
史
延
▽
税

務
課
市
民
税
諸
税
係
長
（
税
務
課
市
民
税

諸
税
係
）
安
藤
竜
太
▽
債
権
管
理
課
付
係

長
長
野
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
派
遣

（
税
務
課
固
定
資
産
税
係
）
加
藤
陽
介
▽
高

齢
福
祉
課
介
護
保
険
係
長
（
福
祉
課
障
が

い
者
福
祉
係
）
唐
木
田
麻
衣
子
▽
健
康
推

進
課
国
保
医
療
係
長
（
健
康
推
進
課
予
防

保
健
係
兼
国
保
医
療
係
）
村
山
実
雪
▽
健

康
推
進
課
付
係
長
長
野
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
派
遣
（
市
民
課
市
民
係
）
森

山
康
弘
▽
ふ
る
さ
と
振
興
課
移
住
定
住
推

進
係
長
（
産
業
振
興
課
企
業
立
地
推
進
係
）

冨
永
聖
宏
▽
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー
武
水

別
神
社
神
官
松
田
邸
学
芸
係
長
（
歴
史
文

化
財
セ
ン
タ
ー
武
水
別
神
社
神
官
松
田
邸

学
芸
係
）
中
島
丈
晴
▽
道
路
河
川
課
管
理

係
長
（
道
路
河
川
課
管
理
係
）
宮
下
真
人

▽
道
路
河
川
課
付
係
長
東
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
派
遣
（
道
路
河
川
課
付
東
日
本

高
速
道
路
株
式
会
社
派
遣
）
伊
藤
孝
雄
▽

上
下
水
道
課
上
水
道
係
長
（
都
市
計
画
課

計
画
係
）
若
林
幸
秀
▽
教
育
総
務
課
教
育

施
設
係
長
（
教
育
総
務
課
教
育
施
設
係
）

荒
井
紀
彦
▽
生
涯
学
習
課
戸
倉
公
民
館
業

務
係
長
（
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
家
庭
相

談
係
）
轟
恵
理
子
▽
保
育
課
桑
原
保
育
園

長
（
保
育
課
埴
生
保
育
園
主
任
保
育
士
）

丸
山
真
弓
▽
保
育
課
あ
ん
ず
の
里
保
育
園

長
（
保
育
課
屋
代
保
育
園
主
任
保
育
士
）

池
田
由
希
子

▽
危
機
管
理
防
災
課
防
災
係
企
画
主
査

（
危
機
管
理
防
災
課
防
災
係
主
査
）
高
松
ま

つ
み
▽
健
康
推
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子

保
健
係
企
画
主
査
（
健
康
推
進
課
保
健
セ

ン
タ
ー
母
子
保
健
係
主
査
）
加
藤
好
美
▽

健
康
推
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
事
業
推

進
係
兼
予
防
保
健
係
企
画
主
査
（
健
康
推

進
課
予
防
保
健
係
主
査
）
宮
本
直
子
▽
健

康
推
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
事
業
推
進

係
企
画
主
査
（
健
康
推
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
事
業
推
進
係
主
査
）
北
原
智
子
▽
道

路
河
川
課S

IC

・
一
重
山
線
整
備
係
企
画

主
査
（
道
路
河
川
課S

IC

・
一
重
山
線
整

備
係
主
査
）
岡
田
真
一
▽
道
路
河
川
課
建

設
係
企
画
主
査
（
道
路
河
川
課
建
設
係
主

査
）
五
十
嵐
健
二
▽
建
築
課
建
築
監
理
係

企
画
主
査
（
建
築
課
建
築
監
理
係
主
査
）

橋
立
千
恵
▽
保
育
課
稲
荷
山
保
育
園
企
画

主
査
（
保
育
課
稲
荷
山
保
育
園
主
査
）
長

沢
明
日
香
▽
保
育
課
戸
倉
保
育
園
企
画
主

査
（
保
育
課
戸
倉
保
育
園
主
査
）
池
田
理

英【
再
任
用
】
▽
総
務
部
長
北
澤
武
彦
▽
危

機
管
理
防
災
担
当
部
長
横
林
伸
一
▽
建
設

部
長
湯
本
永
一

【
役
職
定
年
】
▽
上
下
水
道
課
管
理
係

（
上
下
水
道
課
主
幹
兼
管
理
係
長
）
宮
坂
哲

夫
▽
こ
ど
も
未
来
課
上
山
田
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
（
保
育
課
主
幹
兼
八
幡
保

育
園
長
）
島
田
里
美

【
退
職
】（
３
月
31
日
付
）

▽
青
木
猛
治
（
公
民
共
創
推
進
担
当
部
長

兼
公
民
共
創
推
進
室
長
）
▽
斉
藤
正
樹

（
次
世
代
支
援
部
長
）
▽
小
岩
成
夫
（
教
育

部
長
）

▽
高
野
昌
一
（
第
１
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
）
▽
塚
田
勝
雄
（
市
民
環
境
部
付
課

長
千
曲
衛
生
施
設
組
合
派
遣
）
▽
坂
井
恵

子
（
保
育
課
主
幹
兼
あ
ん
ず
の
里
保
育
園

長
）

▽
柳
町
恵
子
（
市
民
生
活
課
主
幹
兼
市
民

生
活
係
長
）
▽
所
秀
一
（
上
下
水
道
課
主

幹
兼
上
水
道
係
長
）
▽
荒
井
茂
夫
（
戸
倉

公
民
館
長
兼
戸
倉
創
造
館
長
兼
戸
倉
公
民

館
業
務
係
長
）
▽
竹
澤
勉
（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
準
備
係
副
主
幹
）

▽
宮
坂
昌
吉
（
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地

係
企
画
主
査
）

▽
風
間
崇
（
債
権
管
理
課
管
理
収
納
係
主

査
）
▽
柳
町
弘
美
（
保
育
課
保
育•

幼
稚
園

係
兼
こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支
援
係
企
画

主
査
）

▽
安
川
延
子
（
第
１
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
係
企
画
主
査
）
▽
宮
下
信
吾
（
公
民

共
創
推
進
室
開
発
推
進
係
主
査
）
▽
丸
山

春
香
（
総
合
政
策
課
政
策
推
進
係
主
査
）



「
輝
く
未
来
を
奏
で
る
ま
ち
」

３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
令
和
７
年
度

の
坂
城
町
の
当
初
予
算
は
前
年
比
10
．

１
％
、
６
億
９
０
０
０
万
円
増
の
75
億

円
。
過
去
最
大
規
模
の
予
算
の
主
な
事
業

と
し
て
町
で
は
６
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。
そ
の
一
つ
「
健
康
で
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
老
朽

化
し
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
保
健
セ
ン

タ
ー
を
統
合
し
、
子
育
て
支
援
機
能
な
ど

を
併
せ
持
つ
「
新
複
合
施
設
」
の
建
設
事

業
に
８
５
７
８
万
円
が
充
て
ら
れ
る
。
７

年
度
は
６
年
度
に
ま
と
め
た
基
本
設
計
を

も
と
に
実
施
設
計
を
進
め
る
。

交
流
拠
点
と
し
て
の
新
複
合
施
設

一
昨
年
４
選
を
果
た
し
た
山
村
弘
町
長

が
強
く
訴
え
て
き
た
の
が
、
少
子
高
齢
化

対
策
の
拠
点
づ
く
り
。
そ
の
本
丸
が
こ
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
世
代
を
超
え
た
町
民

が
集
う
「
新
複
合
施
設
」
だ
。
現
在
の
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
図
書
館
駐
車
場
ま

で
の
エ
リ
ア
に
令
和
８
年
度
に
建
設
さ
れ

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
８
月
に
は

基
本
設
計
業
務
委
託
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
が

行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
選
ば
れ
た
コ
ン
セ
プ

ト
が
、
住
民
の
交
流
や
つ
な
が
り
を
生
む

た
め
の
仕
組
み
『
曲
尺
手
（
か
ね
ん
て
）』

の
導
入
だ
。
曲
尺
手
は
古
く
か
ら
宿
場
町

で
用
い
ら
れ
た
町
の
構
造
で
、
道
を
曲
げ

る
こ
と
で
多
く
の
店
舗
や
民
家
を
配
置
し
、

商
業
活
動
を
活
性
化
さ
せ
た
。
北
国
街
道

随
一
の
賑
わ
い
を
誇
っ
た
坂
木
宿
の
歴
史

を
持
つ
坂
城
町
に
相
応
し
い
提
案
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
施
設
の
建
設
予
定
地
は
市
街

地
エ
リ
ア
の
中
心
に
位
置
し
、「
図
書
館
・

格
致
学
校
」
や
「
体
育
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
」

「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
っ
た

周
辺
施
設
と
の
一
体
活
用
に
よ
っ
て
交
流

や
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
建
物
も
１
階
建
て
の

階
段
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
造
り
で
、
各
施
設
は
屋
根
で
繋
が
っ

て
い
る
た
め
天
候
の
影
響
を
受
け
ず
に
移

動
で
き
る
構
造
と
な
る
と
い
う
。

３
月
28
日
に
は
新
複
合
施
設
基
本
設

計
の
住
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
後

も
別
途
町
民
へ
の
意
見
聴
取
を
実
施
す
る

予
定
。

高
齢
者
・
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

令
和
７
年
度
の
新
規
事
業
の
特
色
の
一

つ
に
高
齢
者
や
子
育
て
へ
の
支
援
が
あ
る
。

高
齢
者
に
は
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
、
補

聴
器
購
入
助
成
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
一
方

で
、
坂
城
町
に
は
共
働
き
世
帯
が
多
い
点

を
配
慮
し
て
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
利
用
補

助
金
が
新
た
に
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
町

内
に
は
正
式
な
資
格
を
持
っ
た
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
が
い
な
い
た
め
、
上
田
市
や
千
曲
市

な
ど
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
利
用
し
た
場

合
は
交
通
費
ま
で
補
助
す
る
方
針
だ
。

暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り
で
は
交
通
や
情

報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。
公

共
施
設
の
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
（
電
子
錠
）

導
入
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
（
４
２
４
９
万

円
）
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
６
年
度
末

ま
で
実
証
実
験
を
行
っ
て
き
た
デ
マ
ン
ド

交
通
タ
ク
シ
ー
の
本
運
行
（
１
５
２
０
万

円
）
も
始
ま
る
。

小
中
学
校
の
改
修
工
事
＆
Ｄ
Ｘ
推
進

基
本
目
標
の
５
番
目
に
掲
げ
る
の
が

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
子
育
て
と
学
び
の
ま
ち

づ
く
り
」。
６
年
度
は
坂
城
中
学
校
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
工
事
（
１
３
２
０
万
円
）

を
進
め
る
。
さ
ら
に
村
上
小
学
校
体
育
館

前
の
舗
装
や
、
坂
城
小
学
校
大
プ
ー
ル
の

ろ
過
機
の
改
修
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
学
習
用
端
末
は
更

新
時
期
に
当
た
る
た
め
、
リ
ー
ス
会
社
と

契
約
を
結
ぶ
。
南
条
小
学
校
で
は
大
型
表

示
装
置
の
更
新
が
行
わ
れ
る
。

新
旧
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
も

商
業
振
興
と
し
て
複
数
の
イ
ベ
ン
ト
事

業
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。「
さ
か
き
モ
ノ

づ
く
り
展
」
は
４
年
ぶ
り
に
さ
か
き
テ
ク

ノ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
（
10
月
３
～
４
日
予

定
）。
前
回
の
令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

は
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
の
開

催
だ
っ
た
が
、
企
業
や
大
学
の
ブ
ー
ス
出

展
が
復
活
す
る
と
の
こ
と
だ
。

こ
の
ほ
か
に
も
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
事
業
へ
の
補
助
金
を
初
め
て
計

上
。
こ
れ
は
そ
の
土
地
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

＝

「
美
食
」
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
、
日
本
の
温
泉
文
化
を

融
合
さ
せ
た
新
し
い
試
み
。
11
月
に
坂
城

駅
周
辺
か
ら
歩
き
な
が
ら
坂
城
大
橋
を
渡

り
、
食
を
楽
し
み
な
が
ら
「
び
ん
ぐ
し
公

園
」
で
温
泉
に
入
る
と
い
う
企
画
を
実
施

す
る
計
画
だ
と
い
う
。
す
で
に
例
年
５
月

に
は
坂
城
駅
前
葡
萄
酒
祭
（
ワ
イ
ン
マ
ル

シ
ェ
）
を
開
催
し
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る

集
客
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
狙
い
だ
。

令
和
７
年
度
は
坂
城
町
第
６
次
長
期
総

合
計
画
の
折
り
返
し
年
に
な
る
。『
チ
ャ

レ
ン
ジ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｉ
』
の
“
輝
く
未
来

を
奏
で
る
ま
ち
”
づ
く
り
の
挑
戦
が
続
く
。

（
取
材
・
白
石
茂
樹
）

令和７年(２０２５年) ４月１日発行 第６３号４面 【特集】

計
画
案
・
新
複
合
施
設
建
設
委
員
会
資
料
よ
り
抜
粋

（
今
後
の
検
討
・
協
議
に
よ
り
変
更
の
可
能
性
あ
り
）

駐車場との
一体活用

体育館・文化センター
との一体活用

図書館・格致学校
との一体活用

新複合施設イメージ図
新複合施設建設委員会資料より抜粋
（今後の協議により変更の可能性あり）

現在の坂城町老人福祉センター
昭和５０年（１９７５）建築

現在の保健センター
昭和５４年（１９７９）建築

舗
装
修
理
が
計
画
さ
れ
て
い
る

村
上
小
学
校
体
育
館
前

（
Ｒ
６
総
合
防
災
訓
練
時
の
写
真
）

◆
宿
場
町
の
仕
組
み
を

取
り
込
む
「
新
複
合
施
設
」

特
集
①

坂
城
町
の
令
和
７
年
度
予
算

坂
城
町
人
事
（４
月
１
日
）

【
課
長
級
ほ
か
】
▽
副
参
事
企
画
政
策
課
長

（
教
育
文
化
課
長
）
長
崎
麻
子
▽
副
参
事
総

務
課
長
（
副
参
事
企
画
政
策
課
長
）
竹
内

祐
一
▽
教
育
文
化
課
長
（
収
納
対
策
推
進

幹
兼
収
納
推
進
係
長
）
細
田
美
香
▽
建
設

課
長
（
建
設
課
交
通
網
対
策
・
都
市•

公
園

専
門
幹
兼
都
市•

公
園
係
長
兼
交
通
網
対
策

担
当
係
長
）
高
橋
卓
也
▽
収
納
対
策
推
進

幹
兼
収
納
推
進
係
長
（
建
設
課
管
理
専
門

幹
管
理
係
長
）
北
沢
明
▽
総
括
園
長
坂
城

保
育
園
園
長
（
会
計
室
会
計
係
長
）
山
崎

直
子
▽
食
育•

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

業
務
係
長
（
住
民
環
境
課
主
幹
生
活
安
全

係
長
）
清
水
敬
三
▽
建
設
課
建
設
技
術
専

門
幹
兼
建
設
係
長
（
建
設
課
技
幹
建
設
係

長
）
鳴
海
健
児
▽
建
設
課
下
水
道
技
術
専

門
幹
兼
下
水
道
係
長
（
建
設
課
技
幹
下
水

道
係
長
）
竹
中
譲

▽
企
画
政
策
課
複
合
施
設
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（
参
事
総
務
課
長
）
伊
達
博
巳
▽
隣

保
館
館
長
兼
人
権•

男
女
共
生
係
長
（
食
育•

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
業
務
係
長
）

助
川
朋
廣

【
退
職
】（
３
月
31
日
付
）

▽
堀
内
弘
達
（
副
参
事
建
設
課
長
）
▽
町

田
さ
と
子
（
総
括
園
長
坂
城
保
育
園
園
長
）

千
曲
坂
城
消
防
組
合
人
事
（４
月
１
日
）

【
消
防
長
】
消
防
長
（
消
防
次
長
兼
総
務

課
長
）
田
中
英
春

【
次
長
、
課
長
、
署
長
】

▽
消
防
次
長
兼
予
防
課
長
（
更
埴
消
防
署

長
）
中
村
英
章
▽
消
防
次
長
兼
総
務
課
長

（
警
防
課
長
）
北
澤
克
久
▽
更
埴
消
防
署
長

（
坂
城
消
防
署
長
）
合
津
仁
司
▽
坂
城
消
防

署
長
（
坂
城
消
防
署
副
署
長
）
中
村
洋
太

▽
警
防
課
長
（
総
務
課
課
長
長
補
佐
兼
総

務
係
長
）
上
水
賢
一

【
課
長
補
佐
、
副
署
長
、
主
幹
】
※
課
長

級▽
坂
城
消
防
署
副
署
長
（
予
防
課
主
幹
兼

危
険
物
係
長
）
宮
本
芳
夫
▽
警
防
課
長
補

佐
兼
警
防
係
長
（
予
防
課
主
幹
兼
査
察
指

導
係
長
）
小
宮
山
隆
美
▽
総
務
課
主
幹
兼

総
務
係
長
（
更
埴
消
防
署
主
幹
兼
査
察
指

導
係
長
）
宮
入
史
行
▽
警
防
課
主
幹
通
信

指
令
係
長
（
警
防
課
主
幹
兼
警
防
係
長
）

西
澤
憲
一
▽
予
防
課
主
幹
予
防
係
長
（
予

防
課
予
防
係
長
）
小
出
貢
▽
予
防
課
主
幹

兼
危
険
物
係
長
（
更
埴
消
防
署
予
防
係
長
）

千
野
英
基
▽
更
埴
消
防
署
主
幹
兼
警
防
係

長
（
戸
倉
上
山
田
消
防
署
予
防
係
長
）
浅

野
井
正
樹
▽
予
防
課
主
幹
兼
査
察
指
導
係

長
（
戸
倉
上
山
田
消
防
署
査
察
指
導
係
長
）

佐
藤
純
也
▽
坂
城
消
防
署
主
幹
兼
査
察
指

導
係
長
（
坂
城
消
防
署
査
察
指
導
係
長
）

山
崎
晃
一
▽
更
埴
消
防
署
主
幹
兼
庶
務
係

長
（
戸
倉
上
山
田
消
防
署
庶
務
係
長
）
山

本
晃
正

【
役
職
定
年
者
】

▽
中
村
賢
吾
（
消
防
長
）
▽
山
田
善
彦

（
消
防
次
長
兼
予
防
課
長
）

【
定
年
退
職
者
】（
３
月
31
日
付
）

▽
荒
井
精
一
▽
西
澤
保
徳



千
曲
市
の
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度

の
一
般
会
計
当
初
予
算
の
中
で
、「
魅
力

あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
内
容
を

み
て
み
た
。
地
域
的
に
は
、
戸
倉
体
育
館

エ
リ
ア
整
備
、
屋
代
の
旧
屋
代
小
学
校
本

館
、
姨
捨
の
棚
田
を
一
望
で
き
る
ポ
イ
ン

ト
の
外
構
施
設
や
案
内
板
、
公
衆
ト
イ
レ

の
整
備
な
ど
概
算
で
約
３
億
円
の
予
算
が

盛
り
込
ま
れ
た
。

主
な
事
業
を
み
る
と
、
戸
倉
体
育
館
エ

リ
ア
整
備
事
業
と
し
て
５
３
０
０
万
円
を

計
上
。
市
の
「
総
合
運
動
公
園
基
本
構
想
」

を
踏
ま
え
て
、
新
戸
倉
体
育
館
の
整
備
を

進
め
て
、
市
民
の
健
康
増
進
や
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
中
心
と
し
た
街
づ
く
り
で
市
民
の

交
流
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
地
域
の
活
性

化
を
図
り
た
い
と
し
て
い
る
。

屋
代
地
区
で
は
、
屋
代
小
学
校
旧
本
館

整
備
事
業
に
１
億
８
０
０
０
万
円
を
計
上
、

耐
震
と
改
修
工
事
を
実
施
す
る
。
千
曲
市

指
定
の
有
形
文
化
財
と
し
て
保
存
し
、
さ

ら
に
児
童
を
は
じ
め
地
域
住
民
の
活
用
を

図
り
た
い
と
し
て
い
る
。

た
だ
、
市
民
の
一
部
か
ら
は
「
地
域
的

に
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
か
ど
う
か
は
疑
問
」

「
す
く
に
耐
震
補
強
が
必
要
な
リ
ス
ク
の

高
い
施
設
、
と
く
に
児
童
や
園
児
が
通
う

小
学
校
や
保
育
園
は
優
先
し
て
対
応
す
る

べ
き
だ
」
と
い
っ
た
声
も
強
い
。
例
え
ば
、

稲
荷
山
地
区
の
文
化
的
事
業
に
つ
い
て
は

令
和
７
年
度
予
算
で
は
こ
れ
と
い
っ
た
事

業
は
な
い
よ
う
だ
。

◆
稲
荷
山
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区

糀
屋
を
核
に
「
街
の
活
性
化
」
構
想

検
討稲

荷
山
地
区
の
文
化
事
業
の
予
算
は
計

上
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
稲
荷
山
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
は
、
稲
荷

山
郵
便
局
と
糀
屋
を
中
心
に
し
た
「
歴
史

的
文
化
財
」
を
活
用
し
た
街
の
活
性
化
計

画
が
市
教
委
の
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

練
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
構
想
計
画
は
歴
史
文
化
財
に
詳
し

い
関
係
者
に
よ
る
と
、
昨
年
秋
に
糀
屋
の

土
地
（
家
屋
を
含
む
と
い
う
）
を
千
曲
市

の
土
地
開
発
公
社
が
買
い
取
っ
て
お
り
、

今
後
、
令
和
８
年
度
以
降
の
当
初
予
算
で

調
査
費
を
要
請
し
て
い
く
方
針
と
い
う
。

周
辺
の
施
設
と
と
も
に
、
誘
客
で
き
る
観

光
の
「
歴
史
的
文
化
財
施
設
」
と
し
て
整

備
し
て
い
く
計
画
。
旧
北
国
街
道
の
西
街

道
と
し
て
か
つ
て
栄
え
た
「
町
屋
敷
」
な

ど
の
復
活
に
期
待
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
、「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
推
進
事
業
」
と
し
て
１
２
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
公
開
が
予
定

さ
れ
る
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
三
連
続
で
ス
ト
ラ
イ
ク

を
と
る
こ
と
）
の
活
用
や
千
曲
市
Ｐ
Ｒ
大

使
と
連
携
し
た
活
動
で
、
観
光
客
に
市
へ

来
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
進
め
る
と
い
う
。

す
で
に
し
な
の
鉄
道
屋
代
駅
や
循
環
バ
ス

の
車
体
に
Ｐ
Ｒ
の
プ
リ
ン
ト
が
披
露
さ
れ

て
い
る
。

◆
老
朽
化
す
る
治
田
小
、
上
山
田
小
の
改

修
で
耐
力
度
調
査
に
６
０
０
０
万
円

予
算
組
み
替
え
可
決

３
月
14
日
の
千
曲
市
議

会
で
、
市
提
出
の
２
０
２

５
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
案
を
組
み
替
え
る
よ
う

求
め
る
議
員
提
出
の
動
議

を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

市
公
共
施
設
個
別
施
設
計

画
に
基
づ
い
て
、
治
田
、

上
山
田
の
両
小
学
校
の
老

朽
化
の
程
度
に
つ
い
て
の

耐
力
度
調
査
費
６
千
万
円

を
計
上
す
る
よ
う
要
請
し

た
。
信
濃
毎
日
新
聞
に
よ

る
と
、
小
川
修
一
市
長
は

動
議
の
可
決
を
受
け
て
、

「
財
源
の
確
保
が
で
き
た

時
点
で
遅
滞
な
く
予
算
化

す
る
」
と
表
明
。
予
算
案
は
賛
成
多
数
で

原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

個
別
施
設
計
画
に
よ
る
と
、
治
田
小
は

建
築
か
ら
52
年
、
上
山
田
小
は
57
年
が

経
過
し
て
老
朽
化
が
激
し
い
と
い
う
。
市

の
計
画
に
よ
る
と
、
２
０
２
５
年
度
に
耐

力
度
調
査
を
実
施
し
て
結
果
を
踏
ま
え
て

改
修
す
る
と
し
て
い
た
。
小
川
市
長
は
、

急
を
要
す
る
他
の
施
設
の
設
備
改
修
を
優

先
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
な
ど
と
説
明
し

て
い
た
が
、
関
係
者
に
よ
る
と
「
リ
ス
ク

が
高
い
」
と
い
う
。「
何
を
優
先
す
る
か

市
は
よ
く
現
場
を
み
て
ほ
し
い
」
と
指
摘

す
る
声
も
あ
っ
た
。

動
議
は
宮
下
繁
明
議
員
が
提
出
。「
教

育
環
境
の
整
備
を
優
先
し
、
先
送
り
す
る

べ
き
で
は
な
い
」
と
し
て
、
調
査
費
計
上

を
求
め
た
。
議
長
と
欠
席
議
員
１
人
を
除

く
18
人
で
採
決
し
、
賛
成
15
人
、
反
対

３
人
だ
っ
た
。
小
川
市
長
の
表
明
に
対
し

て
、
柳
沢
真
由
美
議
員
が
緊
急
質
問
。

「
遅
滞
な
く
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と

問
わ
れ
た
小
川
市
長
は
「
決
算
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
６
月
補
正
を
念
頭
に
置
い

て
い
る
」
と
答
弁
し
た
。

総
額
３
１
６
億
円
余
り
に
の
ぼ
る
過
去

最
大
規
模
の
当
初
予
算
案
は
賛
成
11
人
、

反
対
７
人
で
可
決
さ
れ
た
。

特
別
会
計
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
約

53
億
７
千
万
円
、
介
護
保
険
約
55
億
７

千
万
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
10
億
７
千

万
円
の
総
額
百
二
十
億
三
千
万
円
を
計
上
。

公
営
企
業
会
計
と
し
て
、
下
水
道
事
業
に

51
億
5
千
万
円
、
水
道
事
業
に
４
億
６

千
万
円
の
総
額
56
億
１
千
万
円
余
り
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。

（
本
紙
特
任
記
者

中
澤
幸
彦
）

令和７年(２０２５年) ４月１日発行 第６３号５面 【特集】

特
集
②

千
曲
市
の
令
和
７
年
度
予
算

「
魅
力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
は
約
３
億
円

屋代小学校旧本館
（旧屋代学校）

稲荷山・糀屋

上山田小学校 治田小学校

【市内小学校建築年数】
（校舎のみ・建築年順）
「令和６年度版 千曲市
公共施設個別施設計画
（学校施設編）」を参考

屋代小学校旧本館（旧屋代学校）
建築：明治21年（1888）

文明開化を象徴する“擬洋風建
築”の建物。県内の現存する明
治期の学校建築で屋代小学校よ
り古い校舎（旧開智学校、旧中
込学校、旧和学校、旧格致学校
等）は軒並み国宝、重要文化
財、県宝の指定を受けている。



令和７年(２０２５年) ４月１日発行 第６３号６面 【学校】

千曲坂城クラブ １８専門部紹介

剣
道
専
門
部
は
、
「
剣
道
の
理
念
で
あ
る
人
間
形

成
の
道
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
剣
道
を
通
し
て
、

み
ん
な
で
楽
し
く
、
心
と
体
と
技
を
鍛
え
合
お

う
！
」
を
目
標
と
し
て
、
現
在
52
名
の
部
員
と
12
名
の

指
導
者
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
各
校
そ
れ
ぞ

れ
数
人
で
の
練
習
か
ら
大
勢
で
の
練
習
に
よ
っ
て
活

気
が
生
ま
れ
、
他
校
生
と
の
人
間
関
係
も
深
ま
り
、

仲
間
意
識
も
高
く
、
様
々
な
仲
間
の
良
い
刺
激
を
受

け
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
成
長
し
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
的
指
導
を
受
け
る
機
会

が
増
え
た
り
、
基
本
習
得
コ
ー
ス
と
競
技
力
向
上

コ
ー
ス
か
ら
自
ら
が
選
択
し
て
学
べ
た
り
す
る
こ
と

か
ら
、
主
体
性
も
高
ま
り
、
技
能
的
学
校
格
差
も
以

前
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

北
信
中
学
校
新
人
大
会
で
は
、
千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ

男
子
チ
ー
ム
が
団
体
戦
３
位
、
そ
し
て
個
人
戦
４
名

が
県
大
会
出
場
を
決
め
、
学
校
単
位
で
３
チ
ー
ム
が

惜
し
く
も
ベ
ス
ト
８
と
い
う
結
果
で
し
た
。
今
後
更

に
千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
を
応
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
活
動
お
よ
び
工
夫
と
成
果

【
平
日
】
毎
週
火
曜
日
（
全
体
練
習
・
コ
ー
ス
選

択
別
・
近
隣
班
合
同
の
３
つ
の
形
態
を
適
宜
配
置
）

【
休
日
】
月
２
回
、
中
学
校
体
育
館
で
一
斉
に
集

ま
っ
て
の
練
習
（
全
体
練
習
・
練
度
別
・
試
合
錬
成

な
ど
）

・
全
体
練
習
・
コ
ー
ス
選
択
別
練
習
、
男
女
別
な
ど

を
適
宜
設
定
し
て
充
実
を
図
り
、
近
隣
班
合
同
練
習

を
月
に
１
回
行
う
こ
と
で
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。
・

時
期
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
考

え
、
初
心
者
指
導
、
昇
段
昇
級
審
査
講
習
や
試
合
強

化
な
ど
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
し
ぼ
り
、
練
習
内
容
や
形
態

を
吟
味
し
な
が
ら
進
め
た
。
・
小
学
生
交
流
、
他
県

や
他
地
区
と
の
交
流
練
習
を
開
催
・
部
内
大
会
を
実

施
（
２
月
）
・
初
心
者
全
員
が
１
級
合
格
、
昇
段
審

査
全
員
合
格
（
12
月
現
在
）
・
千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
と
し
て
新
人
戦
男
子
団
体
戦
県
大
会
出
場
（
ベ
ス

ト
８
）
・
12
月
に
指
導
者
会
議
、
１
月
に
保
護
者
会
に

て
７
年
度
以
降
の
方
向
説
明
会
を
実
施

こ
れ
ま
で
、
千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
各
位
に

は
、
タ
ク
シ
ー
券
の
補
助
や
様
々
な
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
お
か
げ
で
充
実
し
た
運
営
が
で
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
方
々
の
輸
送
や
大
会
応
援

な
ど
の
快
い
ご
協
力
、
指
導
者
の
先
生
方
の
熱
心
な

ご
指
導
ご
協
力
、
各
校
で
の
練
習
場
所
の
提
供
な

ど
、
全
て
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度
か
ら
は
今
年
度
の
活
動
に
加
え
、
木

曜
日
の
班
活
動
や
月
４
回
の
休
日
練
習
と
増
え
て
参

り
ま
す
。
今
後
の
重
要
課
題
と
し
て
、
「
魅
力
あ
る

剣
道
専
門
部
の
構
築
」
で
す
。
剣
道
人
口
の
減
少
そ

し
て
中
学
校
で
の
勧
誘
の
機
会
が
で
き
づ
ら
く
な
っ

て
く
る
中
で
、
中
学
生
に
な
っ
て
剣
道
を
選
択
し
、

な
お
か
つ
地
元
の
千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
く

れ
る
よ
う
に
、
他
の
地
域
に
流
出
し
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
、
ま
た
、
中
体
連
大
会
登
録
を
ど
う
す
る
か

な
ど
、
課
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
千
曲

坂
城
ク
ラ
ブ
剣
道
専
門
部
で
は
「
更
埴
の
子
は
更
埴

で
育
て
る
」
と
い
う
熱
い
思
い
を
も
っ
て
、
先
を
見

据
え
て
指
導
者
・
保
護
者
・
地
域
が
一
枚
岩
で
子
ど

も
た
ち
を
応
援
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
全
員
の
子
ど
も
た
ち
に
思
い
を
寄
せ
て
公
平
に

向
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま

で
の
学
校
単
位
で
何
と
か
で
き
て
い
た
時
代
も
生
徒

数
減
少
と
部
活
廃
止
の
流
れ
に
よ
る
変
革
期
の
中

で
、
所
属
学
校
に
損
得
な
く
、
更
埴
の
ど
の
子
も
、

剣
道
に
よ
っ
て
生
き
生
き
と
し
た
中
学
生
時
代
を
送

れ
る
持
続
可
能
な
形
に
し
て
、
将
来
に
つ
な
い
で
い

く
こ
と
が
使
命
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
更
埴
中

学
生
剣
士
の
た
め
に
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、

協
力
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
文
責
・
千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ
剣
道
専
門
部

事
務

局

中
村

勝
（
坂
城
中
学
校
）
〉

例
年
市
内
福
祉
施
設
へ
の
寄
贈
を
行
っ
て

い
る
屋
代
南
高
校
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
２
年

生
・
山
崎
ひ
ま
り
さ
ん
（
上
田
市
）
と
渋
沢

葉
奈
さ
ん
（
長
野
市
）
が
３
月
６
日
、
千
曲

は

な
市
役
所
を
訪
問
。
授
業
で
製
作
し
た
高
齢
者

向
け
寝
間
着
「
楽
ら
く
ね
ま
き
」
13
着
を
小

川
市
長
に
手
渡
し
た
。
寝
間
着
の
寄
贈
は
昭

和
59
年
（
１
９
８
４
）
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

同
校
の
伝
統
。
介
護
の
際
に
利
用
し
や
す
い

よ
う
ボ
タ
ン
で
は
な
く
テ
ー
プ
で
止
め
る
な

ど
の
改
良
を
重
ね
て
代
々
引
き
継
が
れ
、
今

年
で
累
計
１
１
８
３
着
に
達
し
て
い
る
。

屋
代
高
校
で
は
３
月
７
日
、
信
州
の
幸
あ

ん
ず
ホ
ー
ル
で
高
校
１
年
生
と
附
属
中
学
の

２
年
生
が
探
求
学
習
の
発
表
会
を
行
っ
た
。

同
校
の
１
年
生
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｓ

ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
）

事
業
の
「
一
人
一
研
究
」
の
授
業
で
、
全
員

が
自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
１
年
間
そ
れ
に

沿
っ
た
学
習
を
進
め
て
き
た
。
１
月
に
ク
ラ

ス
発
表
会
を
行
い
、
特
に
評
価
の
高
か
っ
た

14
人
が
全
体
の
前
で
改
め
て
研
究
成
果
を
披

露
し
た
。
中
学
生
は
２
人
が
稲
荷
山
の
活
性

化
に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
で
発
表
を
行
っ
た
。

発
表
時
間
は
一
人
７
分
間
。
発
表
後
に
は

３
分
間
の
質
疑
応
答
の
時
間
が
設
け
ら
れ
た

（
中
学
生
の
み
５
分
間
）
。
高
校
生
の
う
ち

４
人
は
英
語
で
の
発
表
だ
っ
た
。

研
究
テ
ー
マ
は
科
学
の
実
験
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
に
お
け
る
試
合
の
分
析
、
飛
行
機
と
航
空

業
界
に
関
す
る
考
察
、
津
波
の
研
究
な
ど
多

岐
に
渡
っ
た
。
発
表
内
容
に
対
し
て
同
学
年

の
生
徒
た
ち
も
熱
心
に
質
問
し
、
熱
の
こ

も
っ
た
発
表
会
と
な
っ
た
。

屋
代
高
校
・附
属
中
学
校

一
人
一
研
究
／
一
研
究α

報
告
会

剣道専門部
「千曲坂城クラブ」ＶＯＬ⑬

贈
呈
式
の
様
子

（
写
真
提
供
・
千
曲
市
秘
書
広
報
課
） ＶＦＸ／ＣＧ映像制作についての

研究発表（屋高１年・青木孝賢くん）

屋
代
南
高
校
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科

２
年
生
が
製
作

「
楽
ら
く
ね
ま
き
」
を

市
内
施
設
に
贈
呈

大
学
受
験

東
京
大
学
に
屋
高
か
ら
合
格
者
４
人

３
月
19
日
に
株
式
会
社
大
学
通
信
が
発
表

し
た
２
０
２
５
年
の
「
大
学
合
格
者
高
校
別

ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
よ
る
と
、
東
京
大
学
の
合

格
者
数
で
屋
代
高
校
は
４
人
と
長
野
高
校
の

８
人
に
次
い
で
県
内
で
２
番
目
の
多
さ
と

な
っ
た
。
ま
た
、
京
都
大
学
の
合
格
者
は
５

人
で
、
松
本
深
志
高
校
と
並
ん
で
県
内
で
最

多
だ
っ
た
。



令和７年(２０２５年) ４月１日発行 第６３号７面 【地域・トピックス】

「
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
祭
り

の
後１

９
８
９
年
、
昭
和
天
皇
が
崩

御
さ
れ
平
成
の
時
代
に
な
っ
た
。

新
年
会
な
ど
自
粛
が
あ
り
厳
し
い

年
明
け
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
長

野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
長
野

県
内
は
賑
わ
い
の
回
復
を
見
せ
て

い
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
の
宿
泊

客
室
を
確
保
す
る
た
め
に
、
大
手

旅
行
会
社
を
中
心
に
仕
入
れ
セ
ン

タ
ー
と
い
う
宿
泊
手
配
専
門
の
事

務
所
が
長
野
に
設
立
さ
れ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ま
で
は
バ
ス
ツ
ア
ー
、

エ
ー
ス
、
赤
い
風
船
、
メ
イ
ト
等

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
集
中
的

な
送
客
が
さ
れ
た
。

旅
館
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
指
定

旅
館
と
な
り
、
旅
館
ご
と
に
ス
ポ

ン
サ
ー
、
マ
ス
コ
ミ
、
警
備
、
観

戦
ツ
ア
ー
な
ど
に
割
り
当
て
ら
れ

た
。
開
催
期
間
中
は
長
野
県
内
の

道
路
は
不
要
不
急
の
移
動
は
避
け

る
よ
う
案
内
が
あ
り
、
首
都
圏
で

も
幹
線
道
路
の
電
光
掲
示
板
に

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
長
野
県

内
道
路
規
制
中
」
等
表
示
さ
れ
、

例
年
２
月
に
行
わ
れ
て
い
た
同
級

会
・
各
種
会
議
等
も
自
粛
さ
れ
、

一
般
宿
泊
客
は
ほ
と
ん
ど
宿
泊
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

実
は
日
本
の
経
済
は
１
９
９
１

‐

２
年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
長

野
県
以
外
の
地
域
は
す
で
に
団
体

観
光
が
減
少
し
て
い
た
。
長
野
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
幕
後
、
急
速
に
バ

ブ
ル
崩
壊
の
波
が
遅
れ
て
や
っ
て

き
た
。
旅
行
志
向
も
個
人
旅
行
へ

と
シ
フ
ト
し
た
。
新
幹
線
や
高
速

道
路
網
が
飛
躍
的
に
整
備
さ
れ
影

響
は
あ
ん
ず
の
里
、
善
光
寺
な
ど

は
、
東
京
か
ら
日
帰
り
が
可
能
に

な
り
、
宿
泊
す
る
必
然
性
が
な
く

な
っ
た
。

旅
館
の
誘
客
活
動
も
旅
館
・
営

業
マ
ン
が
減
少
し
た
。
以
降
入
込

は
年
々
減
少
を
続
け
、
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
後
、
目
的
地

を
東
北
か
ら
振
り
替
え
て
若
干
増

加
を
見
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
長
野

五
輪
以
降
27
年
、
宿
泊
規
模
拡
大
や

団
体
中
心
集
客
の
ツ
ケ
が
大
き
な

負
担
と
な
り
、
温
泉
街
も
変
革
し

て
き
て
い
る
。

こ
の
頃
か
ら
徐
々
に
ネ
ッ
ト
に

よ
る
個
人
集
客
が
増
え
て
き
て
い

る
。

「
上
山
田
温
泉
物
語
」
第
１
１
回

長野オリンピックの記念グッズ

チ
ア
ダ
ン
ス
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る

篠
ノ
井
高
校
２
年
生
の
宮
本
華
寧
さ
ん

（
坂
城
町
在
住
）
が
３
月
14
日
、
坂
城
町

役
場
を
表
敬
訪
問
し
た
。
宮
本
さ
ん
は
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
ナ

チ
ュ
ラ
ル
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
３‐

２‐

１

ｔ
ｒ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｅ
ｎ
ｓ
」
に
所
属
。
１
月

５
日
に
千
曲
市
の
こ
と
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
千

曲
で
行
わ
れ
た
「
Ｕ
Ｓ
Ａ
・
Ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｏ

ｎ
ａ
ｌ
ｓ
２
０
２
５
甲
信
越
大
会
」
に
出

場
。
年
齢
区
分
が
高
校
３
年
生
以
下
の

Ｓ
ｅ
ｎ
ｉ
ｏ
ｒ
編
成
ｐ
ｏ
ｍ
部
門
で
２
位

シ

ニ

ア

と
な
り
、
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し

た
。
宮
本
さ
ん
は
昨
年
に
続
き
２
年
連
続

で
の
出
場
と
な
る
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
＆
ダ
ン
ス
選
手
権

の
全
国
大
会
「
Ｕ
Ｓ
Ａ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ズ
２
０
２
５
」
は
３
月
28
日
か

ら
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
幕
（
上
位

入
賞
者
は
世
界
大
会
出
場
）
。
宮
本
さ
ん

は
高
校
１
年
生
３
人
の
新
メ
ン
バ
ー
を
加

え
た
９
人
で
大
舞
台
に
臨
む
。
「
み
ん
な

と
気
持
ち
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い
（
宮

本
さ
ん
）
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

宮
本
華
寧
さ
ん
全
国
大
会
出
場
へ

長
野
労
働
金
庫
更
埴
支
店
は
昨
年
11
月
に
上
山
田

文
化
会
館
で
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ろ
う
き
ん
ア
ニ
メ
ま

つ
り
」
を
開
催
。
ド
ラ
え
も
ん
の
ア
ニ
メ
映
画
を
上

映
し
、
来
場
者
か
ら
の
カ
ン
パ
金
で
千
曲
市
・
坂
城

町
の
全
て
の
保
育
園
に
絵
本
の
贈
呈
を
行
っ
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
２
０
０
２
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て

お
り
、
長
野
労
働
金
庫
更
埴
支
店
で
は
こ
れ
ま
で
も

絵
本
の
ほ
か
遊
具
な
ど
の
贈
呈
を
行
っ
て
い
る
。
同

支
店
の
須
田
運
営
委
員
長
と
村
松
支
店
長
ら
は
３
月

６
日
に
千
曲
市
の
あ
ん
ず
の
里
保
育
園
、
12
日
に
坂

城
保
育
園
を
代
表
し
て
訪
問
し
て
、
贈
呈
式
が
行
わ

れ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
贈
呈
さ
れ
た
絵
本
の
包
み
を

広
げ
る
と
、
乗
り
物
や
仕
事
の
図
鑑
な
ど
に
大
き
な

歓
声
を
上
げ
て
喜
ん
で
い
た
。
そ
の
後
両
園
の
園
児

た
ち
は
お
礼
の
歌
を
合
唱
し
た
。
あ
ん
ず
の
里
保
育

園
の
坂
井
園
長
は
「
絵
本
に
よ
っ
て
感
性
を
富
ま
せ

て
い
き
た
い
」
と
語
り
、
坂
城
保
育
園
の
町
田
園
長

も
「
子
ど
も
た
ち
は
絵
本
が
大
好
き
。
本
当
に
あ
り

が
た
い
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。
絵
本
は
千
曲
市
と
坂

城
町
の
各
保
育
園
に
４
～
５
冊
届
け
ら
れ
る
。

ろ
う
き
ん
更
埴
支
店

千
曲
市
と
坂
城
町
の
保
育
園
に
絵
本
を
贈
呈

あ
ん
ず
の
里
保
育
園

（
３
月
６
日
）

宮本華寧さん
（提供：坂城町企画政策課）

坂
城
町
文
化
協
会

第
30
回
美
術
展

昨
年
40
周
年
を
迎
え
た
坂
城
町
文
化
協

会
の
第
30
回
美
術
展
が
町
武
道
館
で
３
月

15
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
初
日
の
15

日
に
開
会
式
が
行
わ
れ
た
。

美
術
展
に
は
文
化
協
会
の
会
員
に
よ
る

作
品
を
中
心
に
書
道
、
木
彫
、
華
道
、
俳

句
、
絵
画
な
ど
が
出
展
。
絵
画
と
書
道
で

は
坂
城
高
校
美
術
部
や
小
学
生
の
書
初
め

の
優
秀
作
品
も
一
緒
に
展
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
昨
年
坂
城
町
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

ツ
ェ
レ
ス
テ
ィ
ヌ
フ
郡
の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
協
定
締
結
を
記
念
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
文
化
を
伝
え
る
特
別
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
た
。
そ
の
ほ
か
坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴

史
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
戦
前
（
昭
和
７

～
８
年
）
と
現
代
の
坂
城
の
写
真
を
比
較

し
た
パ
ネ
ル
も
会
場
に
搬
入
さ
れ
た
。

同
協
会
の
会
員
数
は
最
盛
期
は
１
０
０

０
人
を
超
え
た
が
現
在
は
４
３
９
人
。
後

藤
敏
一
会
長
に
よ
る
と
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
会
員
が
サ
ー
ク
ル

活
動
で
指
導
し
た
若
い
世
代
が
育
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
。
「
後
継
者
を
育
て
て
い

き
た
い
。
文
化
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に

坂
城
の
街
で
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
い
。
坂
城
に
期
待
し
て

ほ
し
い
（
後
藤
会
長
）
」
と
語
る
。

開
会
式
の
様
子
（
左
）

華
道
作
品
（
右
下
上
段
）

坂
城
町
の
過
去
と
現
代
の

比
較
写
真
（
右
下
下
段
）

坂
城
保
育
園

（
３
月
１
２
日
）
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お
３
月
６
日
に
更
級
小
学
校
で
「
さ
ら
し
な

楽
校
」
の
閉
校
式
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
し
な

楽
校
は
令
和
６
年
度
に
初
め
て
開
催
さ
れ
、

地
域
の
大
人
た
ち
が
、
更
級
小
の
児
童
た
ち

と
一
緒
に
学
校
行
事
に
取
り
組
む
試
み
で
、

昨
年
５
月
に
開
校
し
た
も
の
。
６
月
に
は
初

め
て
の
行
事
と
し
て
、
５
年
生
と
一
緒
に
冠

着
山
へ
の
登
山
を
行
っ
た
ほ
か
、
１
年
生
の

味
噌
作
り
体
験
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
る
。

引
き
続
き
名
誉
校
長
を
務
め
る
大
谷
公
人

さ
ん
は
「
今
年
度
は
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ア
ン
ズ

の
収
穫
や
、
ス
キ
ー
教
室
な
ど
も
計
画
し
た

い
」
と
話
す
。
初
年
度
は
更
級
小
の
教
師
も

含
め
て
10
人
ほ
ど
の
大
人
が
参
加
し
た
が
、
今

年
も
地
域
か
ら
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

る
。
詳
細
は
更
級
小
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
（
左
記
の

二
次
元
コ
ー
ド
参
照
）
。
原
則
的
に
更
級
地

域
在
住
の
人
が
対
象
だ
が
、
他
地
域
か
ら
で

も
参
加
が
可
能
と
の
こ
と
だ
。

＠
昨
年
８
月
に
完
成
し
た
戸
倉
の
白
鳥

園
多
目
的
広
場
で
「
さ
く
ら
の
植
樹

祭
」
が
開
催
さ
れ
た
（
主
催
・
白
鳥
園

協
働
の
公
園
づ
く
り
実
行
委
員
会
）
。

寒
波
の
襲
来
す
る
な
か
、
こ
の
日
は
日

差
し
に
恵
ま
れ
、
お
よ
そ
１
０
０
組
の

家
族
連
れ
が
参
加
。
市
長
ら
が
出
席
し

た
式
典
で
は
桜
の
寄
付
者
の
宮
坂
守
さ

ん
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
今
回
植
え
ら
れ

た
の
は
早
咲
き
の
河
津
桜
の
ほ
か
、
八

重
桜
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
18
本
。
10

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
決
め
ら
れ
た
場
所

に
ス
タ
ッ
フ
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら

苗
木
を
植
え
、
水
を
か
け
て
い
っ
た
。

植
え
た
苗
木
に
は
子
ど
も
た
ち
が
自
分

の
名
前
や
願
い
を
書
い
た
プ
レ
ー
ト
が

取
り
付
け
ら
れ
た
。
作
業
後
は
公
園
内

で
子
ど
も
た
ち
が
乗
り
物
型
玩
具
を
試

乗
し
た
ほ
か
、
白
鳥
園
の
交
流
室
内
で

「
千
曲
か
る
た
」
の
か
る
た
大
会
も
開

か
れ
、
お
汁
粉
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。

白
鳥
園
協
働
の
公
園
づ
く
り
実
行
委

員
会
の
瀧
澤
嘉
市
委
員
長
は
将
来
桜
が

咲
い
て
「
市
民
の
皆
さ
ん
が
何
年
前
に

植
え
た
ん
だ
な
と
思
い
出
の
場
所
に

な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
た
。

白
鳥
園
多
目
的
広
場
に
桜
の
植
樹千曲かるたを使った

かるた大会

信
州
の
幸
あ
ん
ず
ホ
ー
ル

改
修
工
事
終
了

株
式
会
社
三
幸
商
事
と
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約
更
新

千
曲
市
は
改
修
工
事
が
終
了
し
た
更
埴
文

化
会
館
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約
に
つ
い

て
、
検
討
委
員
会
で
㈱
三
幸
商
事
（
力
石
）

へ
の
交
渉
優
先
権
を
認
定
。
文
化
課
と
三
幸

商
事
側
と
の
交
渉
の
結
果
、
契
約
を
更
新
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
愛
称
は
引
き
続
き
「
信

州
の
幸
（
め
ぐ
み
）
あ
ん
ず
ホ
ー
ル
」
。
命

名
期
間
は
２
０
２
８
年
３
月
末
ま
で
の
３
年

間
と
な
る
。
千
曲
市
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

導
入
施
設
は
新
年
度
か
ら
５
か
所
と
な
る

（
５
月
号
で
関
係
記
事
を
特
集
予
定
）
。

今
年
１
月
に
戸
倉
上
山
田
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
長

野
県
の
予
選
会
で
屋
代
中
学
校
の
男
女
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が

優
勝
。
男
子
は
３
年
ぶ
り
、
女
子
は
11
年
ぶ
り
の
栄
冠
を
手

に
し
た
。
３
月
26
日
か
ら
富
山
県
氷
見
市
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
「
第
20
回
春
の
全
国
中
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
」
へ
の
出
場
を
前
に
千
曲
市
長
を
表
敬
訪
問
し
て
、
男

女
そ
れ
ぞ
れ
の
部
長
と
主
将
が
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
・
部
長
・
松
沢
悠
悟
く
ん
「
僕
た

ゆ
う
ご

ち
の
チ
ー
ム
の
目
標
は
全
国
制
覇
。
い
い
結
果
で
帰
っ
て
こ

ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
主
将
・
三
宅
優
輝
く
ん
「
ベ

ン
チ
に
入
れ
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
含
め
全
員
で
頑
張
る
」

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
・
部
長
・
荒
木
紗
和
さ
ん
「
日
々

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
笑
顔
で
プ
レ
ー
し
た
い
」
主
将
・
吉
里
倖
心
さ
ん
「
ベ
ス

ゆ
き
み

ト
16
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
全
力
で
戦
っ
て
き
ま
す
」

顧
問
の
内
山
教
諭
に
よ
る
と
男
女
と
も
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に

重
点
を
置
い
た
チ
ー
ム
だ
と
い
う
。
全
国
大
会
は
３
月
26
日

か
ら
29
日
ま
で
の
日
程
で
、
男
子
が
長
崎
県
の
日
宇
中
学
、

女
子
が
福
岡
県
の
Ｈ
Ｃ
春
吉
ジ
ュ
ニ
ア
と
北
海
道
の
駒
場
中

学
の
勝
者
と
そ
れ
ぞ
れ
初
戦
を
戦
う
。

（左から）女子ハンドボール部部長・荒木
紗和さん、主将・吉里倖心さん、男子
ハンドボール部部長・松沢悠悟くん、
主将・三宅優輝くん

「
さ
ら
し
な
楽
校
」
閉
校
式

令
和
７
年
度
の
参
加
者
募
集
中

冠着山への登山（２０２４年６月25日）
写真提供︓大谷公人さん

※
今
年
度
の
募
集

要
項
に
つ
い
て
は

更
級
小
学
校
Ｈ
Ｐ

を
参
照
く
だ
さ
い

「
さ
ら
し
な
楽
校
」

を
ク
リ
ッ
ク
👇

屋
代
中
学
校
男
女
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

全
国
中
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
に
ア
ベ
ッ
ク
出
場

坂
城
町
立
図
書
館
で
は
県
内
の
文
化
施

設
を
見
学
す
る
企
画
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
は
「
バ
ス
で
行
く
博
物
館
・
資
料

館
・
千
曲
市
森
将
軍
塚
古
墳
館
」
を
企
画

し
た
。
春
分
の
日
の
３
月
20
日
、
参
加
し

た
15
人
が
バ
ス
で
森
将
軍
塚
古
墳
館
を
訪

問
。
予
定
で
は
森
将
軍
塚
に
も
登
る
予
定

だ
っ
た
が
、
前
日
の
大
雪
で
変
更
に
。
古

墳
館
の
あ
る
科
野
の
里
歴
史
公
園
で
科
野

の
ム
ラ
の
古
代
住
居
な
ど
を
見
学
し
た
。

今
回
の
企
画
は
坂
城
中
学
校
で
の
勤
務

経
験
の
あ
る
古
墳
館
の
酒
井
館
長
が
町
立

図
書
館
の
鈴
木
館
長
に
声
を
か
け
て
実
現

し
た
と
い
う
。
館
内
で
は
酒
井
館
長
が
古

墳
時
代
の
装
束
で
出
迎
え
、
案
内
を
担
当

し
た
。
森
将
軍
塚
古
墳
の
歴
史
や
出
土
品

の
解
説
を
行
っ
た
ほ
か
、
展
示
コ
ー
ナ
ー

に
あ
る
近
隣
遺
跡
の
土
器
や
埴
輪
、
副
葬

品
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
参
加
者
に

は
森
将
軍
塚
古
墳
館
の
存
在
を
初
め
て

知
っ
た
と
い
う
人
も
お
り
「
あ
ん
ず
の
里

に
来
た
こ
と
は
あ
る
が
、
森
将
軍
塚
古
墳

に
は
な
か
な
か
来
る
機
会
が
な
か
っ
た
の

で
良
か
っ
た
」
と
か
「
知
ら
な
い
こ
と
が

多
く
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」
と
い
う
感
想

が
聞
か
れ
た
。

坂城町立図書館の
駐車場から出発

坂
城
町
立
図
書
館

森
将
軍
塚
古
墳
館
へ
見
学
ツ
ア
ー

森将軍塚古墳館
を観覧

子どもたちも桜の苗木の
植樹に挑戦

信州の幸
あんずホール

【地域・トピックス】
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昨
年
11
月
に
開
館
30
周
年
を
迎
え
た
長
野

県
立
歴
史
館
で
令
和
７
年
所
蔵
品
展
「
原
始

～
開
館
30
年
の
あ
ゆ
み
展
」
が
現
在
開
催

中
。
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
、
弥
生
時

代
、
古
墳
時
代
ま
で
の
約
３
万
６
０
０
０
年

間
の
長
野
県
内
の
出
土
品
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
一
般
公
開
前
の
３
月
14
日
に
は
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
所
蔵
品
の
中
か
ら
長
野
県
全
域
の

出
土
品
を
展
示
。
外
部
か
ら
借
り
た
も
の
も

含
め
47
の
遺
跡
か
ら
重
要
文
化
財
が
９
点
、

県
宝
２
点
が
公
開
さ
れ
る
。
歴
史
館
総
合
情

報
課
の
町
田
勝
則
さ
ん
は
県
北
部
の
千
曲
川

流
域
と
、
南
部
の
天
竜
川
流
域
の
比
較
に
注

目
し
て
ほ
し
い
と
話
す
。
「
縄
文
か
ら
弥
生

時
代
で
は
米
作
り
の
文
化
が
全
く
違
う
」
と

い
い
、
農
耕
に
使
う
道
具
も
南
北
で
異
な

る
。
や
が
て
古
墳
時
代
に
入
り
中
央
集
権
化

が
進
む
に
つ
れ
て
、
地
域
的
な
独
自
性
は
失

わ
れ
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
小
展
示
室
で
は
こ
れ
ま
で
館
に

寄
贈
さ
れ
、
企
画
展
で
展
示
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
考
古
資
料
を
初
公
開
。
過
去
の
企
画

展
の
ポ
ス
タ
ー
や
図
録
も
陳
列
し
て
い
る
。

期
間
は
６
月
15
日
ま
で
。

長野県内の有名な考古資料が
一堂に会した

３
月
16
日
、
ふ
る
里
漫
画
館
で
信

州
プ
ロ
レ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
た
。
「
文
化
財×

ス
ポ
ー
ツ
で
新

し
い
地
域
の
魅
力
発
見
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
で
、
昨
年
の
ム
エ
タ
イ
に

続
く
第
２
弾
の
企
画
。
信
州
プ
ロ
レ

ス
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
出
張

興
行
を
行
っ
て
い
る
。
会
場
に
は
団

体
設
立
者
で
長
野
県
会
議
員
の
グ

レ
ー
ト
無
茶
さ
ん
も
登
場
。
あ
い
に

く
当
日
は
雨
空
の
下
で
の
試
合
と

な
っ
た
が
、
「
安
全
第
一
」
「
雨
天

検
討
」
が
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
信
州

プ
ロ
レ
ス
は
「
悪
天
候
で
も
こ
れ
ま

で
３
回
く
ら
い
し
か
中
止
に
な
っ
て

い
な
い
（
無
茶
さ
ん
）
」
と
の
こ

と
。
今
回
も
寒
い
雨
の
中
で
予
定
通

り
試
合
が
行
わ
れ
、
リ
ン
グ
が
な
い

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
で
の
身
体
を

張
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
訪
れ
た

家
族
連
れ
ら
が
楽
し
ん
だ
。

漫
画
館×

信
州
プ
ロ
レ
ス

八
幡
に
あ
る
築
１
２
５
年
の
古
民
家
を
改
装
し
た
「
カ

フ
ェ

シ
カ
ジ
カ
」
が
３
月
10
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
店
主

の
村
瀬
朋
子
さ
ん
は
東
京
在
住
で
千
曲
市
出
身
。
明
治
33
年

に
移
築
さ
れ
た
と
い
う
住
宅
が
空
き
家
と
な
り
、
敷
地
内

に
あ
る
土
蔵
と
一
緒
に
売
り
に
出
さ
れ
て
い
た
母
屋
を
カ

フ
ェ
に
改
装
し
た
。
一
方
、
隣
接
し
て
い
る
蔵
は
古
い
梁

や
柱
を
残
し
て
宿
泊
施
設
と
す
る
計
画
で
１
階
が
リ
ビ
ン

グ
、
中
２
階
を
増
設
し
て
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
に
し
た
。
ま
だ

一
部
工
事
中
だ
が
屋
外
に
は
サ
ウ
ナ
も
設
置
し
て
い
る
。

料
理
は
野
菜
、
豆
類
、
海
藻
を
中
心
に
し
た
「
マ
ク
ロ

ビ
」
系
の
ほ
か
、
カ
レ
ー
の
プ
レ
ー
ト
と
い
う
メ

ニ
ュ
ー
。
現
在
は
ま
だ
カ
フ
ェ
部
分
の
み
の
営
業
で
夜
間

は
バ
ー
と
し
て
酒
類
を
提
供
。
■
営
業
時
間
・
カ
フ
ェ
11
時

～
16
時
。
バ
ー
18
時
～
22
時
。
定
休
日
は
水
曜
と
木
曜
日
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
千

曲
キ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ン
ズ
が
10
周
年

を
機
に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
一
新
。

3
月
20
日
、
稲
荷
山
の
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
で
お
披
露
目
式
が
行

わ
れ
た
。
新
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は

チ
ー
ム
カ
ラ
ー
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ

と
ネ
イ
ビ
ー
を
基
調
と
し
た
も
の

で
、
華
や
か
に
魅
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
流
行
の
ス
パ
ン
コ
ー

ル
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

キ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ン
ズ
は
１
月
の

甲
信
越
大
会
で
全
国
大
会
へ
の
出

場
権
を
得
て
お
り
、
３
月
30
日
に

千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
「
Ｕ
Ｓ
Ａ

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
２

０
２
５
」
に
出
場
す
る
（
ジ
ュ
ニ

ア
編
成
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

門
）
。
壮
行
会
を
兼
ね
た
形
の
お

披
露
目
式
で
キ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ン
ズ

の
メ
ン
バ
ー
は
「
入
賞
が
目
標
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

ま
た
、
低
学
年
チ
ー
ム
の
フ
ラ

ワ
ー
ズ
も
４
月
１
日
に
東
京
で
開

催
さ
れ
る
「
Ｊ
Ａ
Ｍ
ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
へ
の
出
場
が
決
ま
っ

て
い
る
。

（
写
真
上
）
食
事
ス
ペ
ー
ス

（
写
真
下
）
日
替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー

月見堂の前での修理完工式

日
本
遺
産
「
月
の
都

千
曲
」
の

構
成
文
化
財
の
一
つ
、
長
楽
寺
月
見

堂
の
茅
葺
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
が

完
了
し
、
３
月
12
日
に
関
係
者
を
招

い
て
修
理
完
工
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。
今
回
の
吹
き
替
え
工
事
で
は

「
月
の
都

千
曲
の
文
化
財
を
育
む

会
」
が
千
曲
市
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
活
用
支
援
制
度
を
利
用

し
、
目
標
金
額
（
３
０
０
万
円
）
を

超
え
る
３
１
１
万
５
０
０
０
円
の
寄

付
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

完
工
式
で
長
楽
寺
の
大
澤
祐
仁
住

ゆ
う
に
ん

職
は
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
「
棚
田
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
お
寺

も
あ
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
お
参
り
し

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
た
。

今
回
の
修
理
に
は
萱
の
吹
き
替
え

を
行
っ
た
小
谷
村
の
小
谷
屋
根
の
ほ

か
、
信
濃
伝
統
建
築
研
究
所
、
山
の

瀧
澤
建
設
が
携
わ
っ
た
。
式
典
の
後

に
は
本
堂
に
移
動
し
、
小
谷
屋
根
代

表
の
松
澤
朋
典
さ
ん
が
講
演
を
行
っ

た
。
松
澤
さ
ん
に
よ
れ
ば
今
回
の
葺

き
替
え
に
は
１
８
０
０
束
（
３
０
０

把
）
の
茅
が
使
わ
れ
た
と
い
う
。
ま

た
、
市
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
小

野
紀
男
さ
ん
か
ら
市
内
の
茅
葺
屋
根

文
化
財
の
現
状
に
つ
い
て
修
理
状
況

や
課
題
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

市
内
茅
葺
住
宅
の
講
演
会
も
開
催

長
楽
寺
月
見
堂
修
理
完
工
式

小谷屋根・松澤朋典さんによる講演

千
曲
キ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ン
ズ

10
周
年
新
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

改
装
し
た
古
民
家
で
食
事
と
宿
泊
を

カ
フ
ェ

シ
カ
ジ
カ

令
和
７
年
所
蔵
展

原
始
～
開
館
30
年
の
あ
ゆ
み
展
～

長
野
県
立
歴
史
館

キューティアンズ＆フラワーズ
雨にもかかわらず多くの観客が訪れた「信州プロレスｉｎふる里漫画館」
※信州プロレスは５月５日にも戸倉創造館でイベントを開催予定

お店の
instagram
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こんにちは、イギリス生まれのユーモア作家、
P・G・ウッドハウスの翻訳をしております、森村
たまきです。
心臓外科の権威で日大元総長、千曲市名誉市民

でいらした瀨在幸安先生が２月17日にご他界され
ました。先生とは何度かお目にかかる機会があり
ましたので、僭越ながら瀨在先生の思い出を少し
お話しさせてください。
私は出身が内川なのですが、瀨在先生は内川に

あった瀨在医院の息子さんです。お父様は五加小
学校の校医もされていましたから、幼い頃から予
防接種も風邪の時も何もかも私は「瀨在お医者さ
ん」のお世話になっていましたし、祖母が亡くな
る前に自宅で半年ほど療養していた時も、往診に
きてくださったことをよく覚えています。革製の

黒い大きな往診カバンを提げてカチカチに凍った
冬の庭を歩いていらした小柄な「瀨在お医者さ
ん」のお姿や、瀨在医院の大きな時計や鼻がツー
ンとする、でもなんだか安心する薬の匂いは記憶
に鮮烈に残っています。
瀨在先生は愛校心の大変強い方で、屋代高校東

京鳩会にも毎回ご出席でした。初めてお会いした
のも東京鳩会の懇親会だったのですが、その折も
こんな瀨在お医者さんの思い出を聞いていただい
た記憶があります。何度目だったかにお話しした
時は、当時天皇陛下の心臓手術をお弟子さんの天
野篤医師が執刀されたことが世の話題で、「ゴッ
ドハンドと言われていますね」と、軽い気持ちで
口にしたところ、居ずまいを正されて、「私たち
医師は神ではないのです。決して神の手などと
言ってはいけない」と少しだけ厳しい口調でおっ
しゃったことは忘れられません。
東京鳩会総会はコロナで３年間開催されず、再

開後もご体調を理由に欠席されましたから、お会
いできたのは2020年が最後になりました。今年の
東京鳩会は２月17日15時開始で、ご逝去の時間は
受付開始の14時半
ちょうどであったと
伺って、みたまは
きっとあの場に一緒
にいらしたのだと深
く感じ入ったのでし
た。偉大な先輩のご
冥福を心よりお祈り
申し上げます。
※写真は2020年の東
京鳩会の席上にて

essay 東京だより(第11回)

著者紹介
森村たまき 翻訳家

内川出身

歌
壇

安
曇
於
保
奈

選

あ

ず
み

お

ほ

な

【
秀
逸
】

再
会
を
期
し
て
ベ
ッ
ド
に
ふ
り
し
手
よ

ミ
モ
ザ
の
里
は
永
遠
に
叶
わ
ず

百
合

病
気
療
養
を
し
て
い
る
友
人
を
見

舞
っ
た
作
者
。
春
に
な
っ
た
ら
前
に
一

緒
に
行
っ
た
あ
の
ミ
モ
ザ
を
ま
た
見
に

行
こ
う
ね
、
と
手
を
振
っ
て
別
れ
た

が
、
そ
の
約
束
は
叶
う
こ
と
は
な
か
っ

た
。
ミ
モ
ザ
の
黄
色
の
花
房
。
ミ
モ
ザ

の
花
言
葉
は
「
思
い
や
り
・
友
情
」
。

亡
き
友
へ
の
哀
惜
に
満
ち
た
挽
歌
。

【
佳
作
】

寒
ざ
ら
し
は
次
男
の
嫁
の
郷
の
食
島
原

の
地
を
ま
た
訪
ね
た
し

湯
本
孝
一

作
者
の
次
男
の
方
は
島
原
の
女
性
と

結
婚
さ
れ
た
。
作
者
も
島
原
を
訪
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
で
寒
ざ
ら
し
と
い

う
も
の
を
振
舞
わ
れ
た
。
寒
ざ
ら
し

は
、
白
玉
粉
で
作
っ
た
団
子
を
「
島
原

の
湧
水
」
で
冷
や
し
、
蜂
蜜
、
砂
糖
等

で
作
っ
た
特
製
の
蜜
を
か
け
た
島
原
伝

統
の
ス
イ
ー
ツ
の
よ
う
だ
。
次
男
の
方

の
お
か
げ
で
遠
い
と
こ
ろ
の
伝
統
甘
味

が
堪
能
で
き
る
こ
と
に
感
謝
の
作
者
。

人
生
の
味
わ
い
。

【
入
選
】

参
道
の
枯
れ
枝
掃
き
つ
つ
思
い
出
す
杖

つ
き
休
み
登
り
し
母
を

中
村
邦
久

虫
た
ち
も
穴
か
ら
出
た
り
入
っ
た
り
地

球
お
か
し
い
馴
れ
て
は
い
か
ん

土
朗

仏
壇
に
手
を
合
わ
す
た
び
ス
ト
レ
ッ
チ

ひ
と
冬
過
ぎ
て
微
か
に
成
果

つ
き
は
ら

プ
ラ
イ
ド
の
つ
ん
と
澄
ま
し
た
ワ
ー
プ
ロ

字
ど
こ
そ
こ
味
あ
る
わ
た
し
の
手
書
き

倉
石
み
つ
る

畑
荒
ら
す
イ
ノ
シ
シ
の
害
憂
う
友
柵
抜

け
走
る
う
り
ぼ
う
楽
し
や

甘
利
真
澄

除
雪
車
の
エ
ン
ジ
ン
か
き
消
す
猛
吹
雪

独
り
呟
く
こ
り
ゃ
ひ
で
え
な

小
橋
浩
樹

寒
い
か
ら
出
る
の
は
イ
ヤ
と
爺
は
云
い

本
と
テ
レ
ビ
の
こ
た
つ
人
間

那
賀
吉
弥

前
回
に
続
き
、
高
野
公
彦
（
１
９
４

１
～
）
の
最
新
歌
集
『
水
の
自
画
像
』

か
ら
一
首
鑑
賞
し
た
い
。

こ
の
国
に
ま
だ
詠
ま
れ
ざ
る
歌
あ
ら
む

良
き
歌
あ
ら
む
そ
の
歌
詠
み
た
し

【
応
募
要
領
】

■
官
製
は
が
き
に
三
首
ま
で
（
二
重
投

稿
は
不
可
）
■
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
付
記
■
締
め
切
り
毎
月
十
日
■
宛

先
〒
３
８
７‐

０
０
１
２

千
曲
市
桜

堂
５
２
１

屋
代
西
沢
書
店
２
階

ち
く
ま
未
来
新
聞

歌
壇
係

３
月
８
日
、
屋
代
公
民
館
で
第
８
回
屋
代
公
民
館
サ
ー
ク
ル
発

表
会
が
行
わ
れ
た
。
小
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
ま
で
全
部
で
10
の

サ
ー
ク
ル
が
出
演
し
た
。
初
め
に
登
場
し
た
の
は
小
学
生
の
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
「
屋
代
ス
マ
イ
ル
ズ
」
。
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
女
の

子
た
ち
が
Ｌ
ｅ
ｔ
’
ｓ

Ｇ
Ｏ
千
曲
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
屋
代
の
曲
に
合

わ
せ
て
元
気
よ
く
踊
っ
た
。
平
均
年
齢
80
代
の
「
ハ
モ
ニ
カ
サ
ロ

ン
」
の
メ
ン
バ
ー
は
「
北
国
の
春
」
「
高
原
列
車
は
行
く
」
「
埴

生
の
宿
」
な
ど
の
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
演
奏
。
ま
た
、
昨
年

活
動
に
一
区
切
り
を
つ
け
た
「
よ
さ
こ
い
ち
く
ま
」
も
変
わ
ら
ぬ

は
つ
ら
つ
と
し
た
踊
り
を
披
露
し
た
。
会
場
は
満
席
と
な
り
、
最

後
は
出
演
者
と
来
場
者
全
員
で
「
信
濃
の
国
」
を
合
唱
し
た
。

第
８
回
屋
代
公
民
館
サ
ー
ク
ル
発
表
会

３月27日から森・倉科地区で「第
70回あんずまつり」が開催されてい
る。今年の開花予想は３月30日（３
月23日時点）。３月に寒波が列島に
到来し、寒の戻りもあったが昨年並
みの開花時期となる見込み。あんず
まつり実行委員会の久保正浩実行委
員長は「日本一のあんずの里がある
ので一生に一度は見て頂きたい。ご
来場をお待ちしております」と話し
ている。期間は４月６日まで。
また倉科の更級花織工房ではあん

ずまつり期間中に更級花織工房展を
開催中。５日にはスウェーデン民族
音楽の演奏会も開催（13：30∼：要
予約 1500円）☎026-272-4080

第７０回あんずまつり 開催中

屋代スマイルズ（上）
ハモニカサロン（下）

昨
年
の
上
平
展
望
台
の
様
子
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選
者

青
木
く
美
子
（
り
ん
ど
う
同
人
）

春
の
雨
万
物
の
色
か
が
や
か
す

房
子

三
月
の
光
あ
ふ
る
る
雑
木
山

有
美
子

庭
カ
フ
ェ
に
珈
琲
ふ
た
つ
梅
ふ
ふ
む一

子

紅
梅
や
今
日
は
免
許
更
新
日

厚
子

廃
屋
の
つ
ぎ
つ
ぎ
更
地
春
兆
す

遊
耳

お
見
舞
や
紙
雛
飾
る
枕
元

山
恵
美

ア
ル
プ
ス
を
望
む
窓
辺
や
花
杏

久
惠

梅
ふ
ふ
む
眼
下
に
く
ね
る
千
曲
川

か
ほ
る

む
ら
さ
き
に
霞
む
山
並
写
生
会

美
恵
子

兄
の
丈
借
り
て
調
ふ
内
裏
雛

秀
貴

受
付
の
患
者
迎
え
る
紙
雛

き
ん

目
差
は
い
つ
も
私
に
古
雛

加
代

ち
く
ま
未
来
俳
句

『
ひ
と
つ
屋
根
の
下
の

殺
人
』

酒
本
歩
／
著

原
書
房

坂
城
町
出
身
の
ミ
ス
テ

リ
ー
小
説
家
・
酒
本
歩
さ

ん
の
新
刊
が
３
月
６
日
に

発
売
と
な
っ
た
。
強
盗
殺
人
と
思
わ

れ
た
事
件
だ
が
、
物
語
は
意
外
な
方

向
へ…

。
本
来
は
隠
す
べ
き
「
伏
線
」

を
あ
え
て
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
記
し
た

と
い
う
話
題
作
。
作
者
が
施
し
た
読

者
へ
の
「
仕
掛
け
」
を
貴
方
は
見
破

る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
？

価
格

２
０
９
０
円
（
税
込
）

全
国
書
店
に
て
発
売
中
。

俳
句
で
人
生
に
潤
い
を
、
お
気
軽
に

ご
投
句
下
さ
い
。
■
投
句
先

〒
３

８
７‐

０
０
１
２
千
曲
市
桜
堂
５
２

１

ち
く
ま
未
来
新
聞
「
俳
句
係
」

（
屋
代
西
沢
書
店
２
階
）

長野県の魅力、穴場スポッ
トを紹介する長野県観光チャ
ンネル。女性二人旅形式での
お薦めグルメや人気のｃａｆ
ｅなどのレポートのほかに、
神社と御朱印の紹介もしてい
る。77市町村の温泉や名産
も取り上げており、大型連休
のレジャーの前にチェックし
ておきたい情報が満載だ。

YouTubeチャンネル

信州旅チャン
∼長野県民によるお薦めグルメと観光地∼

【
お
知
ら
せ
】
今
月
号
の
「
お
じ
ょ
こ
な
８
０
０
字
小
説
」
お
よ
び
「
楽
し
い
川
柳
」
は
お
休
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
再
開
ま
で
い
ま
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

信
州
の
幸
あ
ん
ず
ホ
ー
ル
で
２
月

24
日
、
第
21
回
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は

Ｇ
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
リ
ゴ
レ
ッ

ト
」
、
Ｇ
・
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
「
セ

ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪
師
」
な
ど
オ
ペ
ラ

の
演
目
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
「
オ
ペ

ラ
歌
手
夢
の
饗
演
」
と
題
し
て
、
メ

・

・

キ
シ
コ
出
身
の
バ
リ
ト
ン
歌
手
、
ホ

セ
・
ア
ダ
ン
・
ペ
レ
ス
さ
ん
を
招

き
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
徳
武
雪
子
さ

ん
ら
県
内
出
身
者
が
共
演
。
千
曲
市

出
身
で
ホ
セ
さ
ん
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

も
あ
る
森
川
実
千
代
さ
ん
が
ピ
ア
ノ

を
演
奏
し
た
。
市
内
で
は
な
か
な
か

鑑
賞
す
る
機
会
の
な
い
オ
ペ
ラ
を
理

解
し
や
す
い
よ
う
進
行
役
の
宮
坂
節

子
さ
ん
と
宮
川
有
美
さ
ん
が
解
説
を

行
い
、
観
客
は
壮
麗
に
繰
り
広
げ
ら

れ
る
歌
劇
の
世
界
を
堪
能
し
た
。

第
二
部
で
は
「
早
春
賦
」
や
「
さ

く
ら
さ
く
ら
」
な
ど
日
本
の
唱
歌
も

取
り
上
げ
た
。
最
後
は
小
林
秀
雄
・

作
曲
、
野
上
明
・
作
詞
の
「
落
葉
松

（
か
ら
ま
つ
）
」
を
ホ
セ
さ
ん
が
日

本
語
で
熱
唱
。
浅
間
高
原
の
情
景
を

題
材
に
し
た
歌
曲
を
情
感
豊
か
に
歌

い
上
げ
た
。

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

オ
ペ
ラ
歌
手
の
夢
の
「
饗
演
」

QRコードか
らアクセス︕

オ
ペ
ラ
「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」

ホ
セ
・
ア
ダ
ン
・
ペ
レ
ス
さ
ん
と

徳
武
雪
子
さ
ん

千曲市を舞台にした女子高生の青春アニメ「Turkey！」放送日程が決定
タ ー キ ー

ラッピングバスも
連日市内を運行

今
年
の
夏
に
放
送
さ
れ
る
千
曲
市
が
舞
台
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」
（
タ
ー
キ
ー
）
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
が
千
曲
市
内
に
お
目
見
え
し
た
。
放
送

を
控
え
３
月
８
日
、
千
曲
市
で
お
披
露
目
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
た
。
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」
（
タ
ー
キ
ー
）
は
ボ

ウ
リ
ン
グ
部
に
所
属
す
る
５
人
の
女
子
高
生
た
ち
に
よ
る

ひ
と
夏
の
青
春
ス
ト
ー
リ
ー
。
ヒ
ロ
イ
ン
役
の
人
気
声

優
・
菱
川
花
菜
さ
ん
と
ポ
ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
の
北
林
俊
哉

ひ
し
か
わ
は

な

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
出
席
し
、
挨
拶
を
行
っ
た
。
菱
川
さ

ん
は
２
年
前
に
千
曲
市
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
来
た
際
の

思
い
出
を
語
り
「
ま
だ
内
容
は
言
え
ま
せ
ん
が
第
１
話
は

必
ず
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
驚
い

て
ほ
し
い
」
と
集
ま
っ
た
フ
ァ
ン
の
前
で
Ｐ
Ｒ
し
た
。

今
回
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
は
市
内
大
循
環
線
（
西
回

り
）
の
４
便
と
５
便
。
屋
代
駅
、
戸
倉
駅
に
は
大
型
の
懸

垂
幕
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
市
役
所
、
上
山
田
文
化

会
館
の
ガ
ラ
ス
も
ラ
ッ
ピ
ン
グ
が
施
さ
れ
、
街
全
体
を
彩

る
シ
テ
ィ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
。

Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」
は
７
月
か
ら
テ
レ

ビ
信
州
、
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
な
ど
で
放
送
。
５
月
18
日
に
は
上
山

田
文
化
会
館
で
先
行
上
映
会
が
開
催
さ
れ
る
。

市
内
を
運
行
す
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス

〔第１話先行上映会〕
日時︓５月18日（日）14︓30
会場︓上山田文化会館
先着応募者を無料招待

4/11(金)より応募受付開始

公式HP

イベント告知

菱
川
花
菜
さ
ん

ひ
し
か
わ

は

な

３
月
８
日
か
ら
運
行
中
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レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
で
は
２
０
２

２
／
２
３
シ
ー
ズ
ン
の
４
月
以
来
と
な

る
Ｂ
Ｗ
の
千
曲
大
会
。
迎
え
た
相
手
は

首
位
を
独
走
す
る
ア
ル
テ
ィ
ー
リ
千

葉
。
前
節
で
プ
レ
ー
オ
フ
出
場
を
決
定

さ
せ
た
Ｂ
Ｗ
に
と
っ
て
、
こ
の
２
連
戦

で
攻
略
の
糸
口
を
つ
か
み
た
い
と
こ
ろ

だ
。３

月
２
２
日
の
第
１
戦
は
第
１
Ｑ
終

了
時
の
５
点
ビ
ハ
イ
ン
ド
か
ら
、
第
２

Ｑ
終
盤
に
ウ
ッ
ド
ベ
リ
ー
＆
ビ
ュ

フ
ォ
ー
ド
の
両
外
国
人
が
猛
攻
。
一
時

千
葉
を
逆
転
し
６
４‐

６
４
の
イ
ー
ブ

ン
で
試
合
を
折
り
返
し
た
。

し
か
し
、
第
３
Ｑ
に
入
る
と
千
葉
が

チ
ー
ム
を
立
て
直
し
試
合
の
流
れ
が
変

わ
る
。
最
後
ま
で
Ｂ
Ｗ
も
食
い
下
が
っ

た
も
の
の
８
２‐

８
９
で
敗
れ
た
。

翌
日
の
第
２
戦
は
ウ
ッ
ド
ベ
リ
ー
＆

ビ
ュ
フ
ォ
ー
ド
を
は
じ
め
、
主
力
が
故

障
で
欠
場
。
本
来
の
力
を
出
せ
ず
７
１

‐

１
０
０
の
大
差
で
連
敗
と
な
っ
た
。

試
合
は
敗
れ
た
も
の
の
、
会
場
に
は

多
く
の
ブ
ー
ス
タ
ー
が
詰
め
か
け
、
第

１
戦
は
３
１
５
６
人
、
第
２
戦
は
３
２

４
６
人
と
、
こ
と
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
の
上

限
に
近
い
入
場
者
数
を
記
録
し
た
。

第
１
戦
に
は
千
曲
市
の
小
川
市
長
と

坂
城
町
の
山
村
町
長
も
会
場
を
訪
れ
、

ブ
ー
ス
タ
ー
と
と
も
に
チ
ー
ム
に
力
強

い
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

テレンス・ウッドベリー（左）
ペリン・ビュフォード（右）

九
州
遠
征
を
１
勝
１
敗
で
終
え
た
長
野

パ
ル
セ
イ
ロ
は
３
月
１
日
、
ホ
ー
ム
開
幕

戦
を
迎
え
た
。
長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
は

４
２
５
０
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
詰
め
か

け
、
熱
い
声
援
で
選
手
の
背
中
を
押
す
。

迎
え
る
相
手
は
今
季
Ｊ
２
か
ら
降
格
し

て
き
た
ザ
ス
パ
群
馬
。
前
半
２
７
分
、
山

中
が
パ
ス
で
相
手
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
崩
す

と
、
そ
こ
か
ら
藤
森
が
ボ
ー
ル
を
押
し
込

み
先
制
。
前
半
終
了
間
際
に
追
い
つ
か
れ

る
が
、
後
半
に
入
る
と
群
馬
の
オ
ウ
ン

ゴ
ー
ル
で
再
び
勝
ち
越
し
。
さ
ら
に
交
代

し
て
ピ
ッ
チ
に
入
っ
た
直
後
に
浮
田
が
３

点
目
を
決
め
る
。
試
合
終
了
間
際
に
１
点

を
返
さ
れ
た
も
の
の
３‐

２
で
勝
利
。
昨

年
８
月
以
来
と
な
る
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
の

白
星
を
あ
げ
た
。

２
戦
連
続
ホ
ー
ム
戦
と
な
っ
た
翌
週
の

栃
木
戦
は
１‐

２
で
敗
れ
、
今
季
初
の
連

勝
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
迎
え
た
１

６
日
の
松
本
山
雅
と
の
“
信
州
ダ
ー

ビ
ー
”
は
試
合
会
場
の
ア
ル
ウ
ィ
ン
が
１

０
ｃ
ｍ
の
降
雪
で
順
延
に
。
ホ
ー
ム
に
戻

り
気
持
ち
を
切
り
替
え
臨
ん
だ
２
３
日
の

福
島
戦
は
、
前
半
は
一
進
一
退
の
ま
ま
無

得
点
。
後
半
２
５
分
に
セ
ッ
ト
プ
レ
ー
か

ら
行
徳
が
嬉
し
い
Ｊ
リ
ー
グ
初
ゴ
ー
ル
を

あ
げ
る
と
、
４
４
分
に
は
福
島
の
オ
ウ
ン

ゴ
ー
ル
で
突
き
放
し
２‐
０
で
快
勝
。
３

勝
２
敗
と
し
て
、
７
位
に
浮
上
し
た
。

勝
ち
負
け
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
着
実

に
チ
ー
ム
力
を
上
げ
て
き
て
い
る
パ
ル
セ

イ
ロ
。
４
月
攻
勢
に
期
待
が
高
ま
る
。

千曲市出身・山中麗央選手（左）

ＡＣ長野パルセイロ
ホーム開幕戦で快勝

Ｊリーグ ディビジョン３

サッカー

プ
ロ
野
球
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
開
幕

今
年
設
立
１
９
年
目
を
迎
え

る
独
立
リ
ー
グ
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
。

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
は
昨
季

悲
願
の
独
立
リ
ー
グ
日
本
一
を

達
成
。
国
内
全
独
立
リ
ー
グ
の

頂
点
に
立
っ
た
。
今
年
は
レ

ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
優
勝
も
含

め
た
完
全
優
勝
を
め
ざ
す
。

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア

ム
で
の
ホ
ー
ム
開
幕
戦
は
４
月

６
日
（
日
）
１
３
時
か
ら
。

6日（日）13：00∼
vs 鹿 児島ユナイ
テッドＦＣ
13日（日）13：00∼
vs ＦＣ琉球

AC長野パルセイロ J3 ４月日程（ホーム）

長野Ｕスタジアム

昨年のホーム開幕戦

第２回千曲市ボッチャ協会
会長杯競技大会

市内外から多くのチームが参加

３月８日、ことぶきアリーナ千曲
で千曲市ボッチャ協会会長杯競技大
会が行われた。今回で２回目の開催
となる大会に16チーム、56人が参
加した。こどもから高齢者、健常
者、障害者が一緒にプレー。出場
チームの中には上田市や御代田町、
軽井沢町からの参加もあった。
競技はチームをグループ分けして
４つのコートで実施。予選リーグを
行い、上位による決勝トーナメント
「頑張ったトーナメント」で優勝を
争う。このほか、予選で敗れたチー

ムも「惜しかったトーナメント」で
腕前を競い合った。
中学生のクラブ活動地域移行の千
曲坂城クラブ・ボッチャ専門部も出
場。更埴西中の５人の生徒は治田小
学校の体育館で稲荷山養護学校の生
徒と練習をしている。生徒にボッ
チャの魅力を聞くと「誰でもできる
が頭を使うこと」と答えてくれた。
新年度も５月以降ボッチャの千曲
市民杯、市長杯が予定されている。
全障スポで競技会場となる千曲市で
愛好者は益々増えていきそうだ。

ボッチャ

ｖｓアルティーリ千葉（３月22日）
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信州ブレイブウォリアーズ

２シーズンぶりの千曲市大会
ことアリにブースターが集結プロバスケ

Ｂリーグ

今季ホーム最終戦

12日(土) 14：05∼
13日(日) 14：05∼
ｖｓ 青森ワッツ

信州ブレイブウォリアーズ
ホームゲーム日程（４月）
会場：長野ホワイトリング

ｖｓザスパ群馬（３月１日）

【第17節】
12日（土）14：00∼
vs ジェフユナイテッ
ド市原・千葉レディース

AC長野パルセイロレディース ４月日程（ホーム）

長野Ｕスタジアム

館内はチームカラーの「姨捨
名月イエロー」一色に染まった

プロ野球
独立リーグ

※プレー料金の他に「長野県ゴルフ振興基金５０円」を別途申し受けます。
（薄暮ハーフセルフプレー及び１８歳未満の方は対象外です。）※キャディ付の場合は、別途キャディフィをいただきます。


